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デ一夕ベース構築促進及び技術開発 に関する報告書

交通事故調査 データベースの構築

平 成5年3月

財団法人 データベ ース振興センター

委託先 財団法人 日本 自動車研究所



本事業は、日本自転車振興会から競輪収益の一部である機械工業振興資金の

補助を受けて作成したものである。



序

データベースは、わが国の情報化の進展1二、重要な役割を果たす ものと期待されている。

今後、データベースの普及により、わが国において健全な高度情報化社会の形成が期待さ

れる。さらに海外に対 して提供可能なデータベースの整備は、国際的な情報化への貢献お

よび自由な情報流通の確保の観点か らも必要 である。 しか しなが ら、現在わが国で流通し

ているデータベースの中でわが国独自のものは1/3に すぎないのが現状であり、わが国

データベースサー ビスひいてはバランスある情報産業の健全な発展を図るためには、わが

国独 自のデータベースの構築およびデータベース関連技術の研究開発を強力に促進 し、デ

ータベースの拡充を図る必要がある。

このような要請に応えるため、(財)デ ータベース振興センターでは日本 自転車振興会

か ら機械工業振興資金の交付を受けて、デ一夕ベ]ス の構築および技術開発について民間

企業、団体等に対 して委託事業を実施 している。委託事業の内容 は、社会的、経済的、国

際的に重要で、また地域および産業の発展の促進 に寄与すると考え られているデータベー

スの構築とデータベース作成の効率化、流通の促進、利用の円滑化 ・容易化などに関係 し

たソフ トウェア技術 ・ハー ドウェア技術である。

本事業の推進に当って、当財団に学識経験者の方々で構成されるデータベース構築 ・技

術開発促進委員会(委 員長 山梨学院大学教授 蓼沼良一氏)を 設置 している。

この 「交通事故調査データベースの構築」は平成4年 度のデータベースの構築促進およ

び技術開発促進事業として、当財団が財団法人 日本自動車研究所に対 して委託実施 した

課題の一つである。 この成果が、データベースに興味をお持ちの方 々や諸分野の皆様方の

お役に立てば幸いである。

なお、平成4年 度データベースの構築促進および技術開発促進事業で実施 した課題は次

表のとおりである。
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平成4年度 デ一夕ベrス構築1技術開発1足進委託ii課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1変 異 タンパ ク質配列デー タベ ースの構築 日本電子計算㈱

2新 聞縮刷 版見出 しデー タベースの構築 ㈱朝 日新聞社

3フ ァジィに関す る文献デー タベ ースの構築 働 日本情報処理開発協会

4医 療用医薬品抗生物資デー タベ ースの構築 ㈱小田島

5交 通事故 調査データベー スの構築 ㈱日本自動車研究所

6楽 器デー タベースの構 築 ㈱ ダ イ ン メデ ィ アサ ー ビ ス

社 会 7人 体計測デー タベースの構築 ㈹人間生活工学研究セ ンター

8大 学におけ るデー タベ ース利用教育 システムのプロ 口外 ア ソ シエ ー ツ㈱

トタイプ作成

9先 進複合材料 データベ ースの構築 齢次世代金属 ・複合材料研究

開発協会

10博 物館所蔵地図資料所在情報 データベ ースの構築調 ㈱地図情報 セ ンター

査

11地 域流通最適化データベ ースのプロ トタイプ作成 閲 日本 ボ ラ ンタ リー ・チ ェ ー

ン協会

中小企業振興 12異 分 野 研 究 の た め の知 的 オ リエ ンテ ー シ ョン ・デ ー ㈱ けいはんな

地 域 活 性 化 タベ ースシステムのプロ トタイプ作成

13在 宅勤務者サポー ト・デ ータベースの構築調査 ㈱ 志 木 サ テ ラ イ トオ フ ィス ・

ビ ジネ スセ ン ター

14銅 基複合材料 日本特許英文デ ータベ ースの構築 神鋼 リサーチ㈱

15技 術協 力供与機材データベ ースのプロ トタイプ作成 ㈲ 日本国際協力 システム

海 外 16先 端産業分野における専門用語の電子辞書デ 一夕ベ 科学技術情報研究所㈱

一ス化の調査研究

17マ ー ケ テ ィ ング コ ー ドの英 文 デ ー タベ ー スの 構 築 ㈱帝 国デ ータバ ンク

18安 全研究 における多重 シソーラス ・システ ム構築の ㈱紀伊國屋書店

ための基本安全用語デー タベ ースの開 発

193次 元 マ ッ ピ ングデ ー タベ ー スの技 術 開 発 ㈱日本総合技術研究所

20デ ー タベ ース検索サポー トシステムの調査研究 セ ントラル開発㈱情報図書館

RUKIT

技 術 21グ ル ー プ ウ ェア にお け るデ ー タベ ー ス シス テ ム に関 ㈱ イ フ ・ア ドバ タイ ジ ン グ

する調査研究

22パ ー ソナ ル コ ン ピュー タ とLANの 利 用 に よ る非 定 ㈱ メ イ テ ッ ク

形デー タベースの プロ トタイプ作成

23知 的資源型 データベ ースの調査研究 ㈱ ジ ャパ ン コ ミュニ ケ ー シ ョ

ンズ イ ンス テ ィテ ユー ト
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1.開 発研究の目的と概要

1.1目 的

交通事故の低減や交通事故時の乗員等の被害を軽減するための一方策として、交通事故

調査から得 られるデータをもとに事故原因や傷害原因を多面的に解析 し、その結果を交通

政策や道路設計、車両開発等に反映させることが重要である。このような観点から、先進

諸国においては古 くから交通事故調査が実施されている。

交通事故調査には、大きく分けて二種類の調査があり、その一つは主として警察によっ

て実施されている交通事故調査である。この調査は全国規模で実施され、また調査対象と

なる事故件数も多いことから、交通事故を統計的側面から解析するうえで不可欠なものと

なっている。反面、調査項目が限定されるため、道路設計や車両開発等に反映させるには

必ず しも十分であるとは言えない。

そのため、多 くの国では、もう一つの交通事故調査として、特定の交通事故に対 して詳

細な事故調査を実施 し、具体的な事故防止策や事故時の被害軽減策を検討する際の資料と

している。この種の交通事故調査の代表的なものとして、わが国においては、運輸省が働

日本自動車研究所に委託 して行っている調査があるが、調査データにっいては、まだ本格

的なデータベースの形には整備されていない。

そこで、本開発研究では平成2年 度 より3ヵ 年の計画で、 このような詳細データを多面

的に解析し得るデータベースシステムを設計 ・開発することにし、前年度には、当研究所

が受託 して実施 した上記の事故調査データを例にプロトタイプデータベースを作成 した。

最終年度に当たる本年度は、このプロ トタイプデータベースの発展 ・改良を行い、さらに

データベースに不慣れな初心者でも利用できるよう、パソコンからデータベースをアクセ

スするための利用環境を整備し、実用的なシステムを完成させた。

1.2実 施概 要

(1)デー タベー スの改良 と発展

前年 度 に作 成 した プロ トタイ プデ ータベ ー スで は、昭和63年 度 か ら平成2年 度 の事故

調査 に用 い られ た調査票 を例 にデー タベ ース表を設 計 し、該 当す るデ ータ約300件 を収

録 して、 その有効性 や問題点 を検討 した。本年 度 は、前 年度 の検討結 果 を もとに ソフ トの

修正 、改良 、追加等 を行 った。 また、本年度 も当研究所 が受託 して実施 した事 故調査 のデ

ータを例 にその有効性 を確 かめ ることに し、新 た に平成3、4年 度 お よび昭和62年 度以
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前 の事故 調査 に用い られ た4種 類 の調査票 を例 に4種 類の データベ ース表 を設計 し、該 当

す るデ ータ約1300件 を追加収録 した。 これ によ り本 データベ ースに は約1600件 の

デ ータが収録 された ことにな るが、検索や集 計の速度 が低下す るよ うな現 象 は見 られず、

大量 のデ ータに対 して も本 データベー スが有効 で あ ることが確か め られた。

(2)利用環境 の整備

デー タベー スの有 効活用 を図 るに は、 データベ ースや コ ンピュータに不得 手 なユーザ に

も利 用可能 な環境 を整 備す る ことが重要で あ る。本 デー タベ ースは、汎 用のRDBMSソ

フ トORACLE(商 品名)を 用 いて ワー クステ ー シ ョンSUN(商 品名)に 構築 されて

い る。 そのため、標準 のデ ータベ ース言語SQLを 用 いてデ ータの検索 ・集 計が可能 で あ

るが、利 用者全 員がSQLを マスターす る ことは困難 であ ると考え られ る。その ため、前

年度 に作成 した プ ロ トタイプデータベー スで は ビュー(仮 想 表)を 用 いた検 索 ・集 計用 の

ソフ トを試作 し、検 索条 件の設定が 比較 的容易 に行え るよ うに した。 しか し、 この よ うな

ソ フ トを用いて も、SQLや データベー スに関 す る知識 は依然必要で あ り、 また コ ンピュ

ータに不慣 れな初心者 にと って は ワー クステー シ ョン自体敬遠 されが ちであ
った。

そ こで、本年 度 は、 よ り身近で親 しみ易 いパ ソコ ン(Macintosh)と ワー クステー シ ョン

とを連携 させ 、パ ソコ ン上の画面 か らGUIや ポ ップア ップメニ ューによ り対話形 式で検

索 ・集計 の操作 を行 え るよ うに した。 これ によ り、SQLを 知 らない初心者 で も最低 限 の

検索 がで きるよ うにな った。

(3)画像 のデー タベ ース化の検討

交通事故調査 データの なか には事 故車両の写真 や現場 見取図等の画像 が含 まれてお り、

これ も重要な情 報源 とな って い る。 その ため、本デ ータベ ースで は これ ら画像 を含 め たマ

ルチ メデ ィア型 のデー タベ ースを指向 して い る。

画像 デ ータの処理 や その データベー ス化 にっ いて は、現 在 さまざまな技術 や方 法が提案

され論議 がな されてお り、 かな り流 動的 な情況 にあ ると言え る。 したが って、 これ らの方

向性 があ る程度定 ま った後 に、画像 の データベ ース化 を行 うのが妥 当であ る と考 え る。 し

か し、一 方で事故車 両 や現場状況 の写真がす で に膨大 な量 とな ってい るこ とか ら、 これ ら

の整 理 ・保管 ・検 索の合理化 を望 む声 も大 き くな ってい る。 そ こで、現時点 で実現の可 能

性 が大 きいと思 われ る システムを調 査検討 した結果、Macintoshに 画 像 デー タベ ースを構

築 し、 フ ォ トCDを 入力手段 と して利用す るシステムが適 当であ ることが分 か った。
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1.3実 施体制

本開発研究の目的を達成す るため、学識経験者から構成される 「交通事故調査データベ

ースの構築に関する調査研究委員会」を設置 し、その下に当研究所の技術者によるワーキ

ンググループを編成 して、上記委員会のご指導のもとに開発研究を実施 した。

(1)交通事故調査データベースの構築 に関する調査研究委員会

委員長 筑波大学電子情報工学系 教授

委 員 筑波大学電子情報工学系 助教授

運輸省交通安全公害研究所

交通安全部事故解析研究室 室長

科学警察研究所

法科学第二部機械第一研究室

㈲日本損害保険協会 部長代理'

株式会社アクセス 部長

藤原 譲

大保 信夫

豊福 芳典

牧下 寛

中村 邦彦

竹林 正行

(2)ワーキ ンググループ

働 日本 自動車研究 所

〃

〃

〃

〃

〃

研究主管

第三研究部次長

第三研究部

第三研究部

電算機室

第三研究部

小野 古志郎

荒井 紀博

石山 正則

神 峰雄

久保田 一郎

山川 恵
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2.デ ー タベー スの改良 と発 展

2.1デ ータベー ス表 の設計 とデータの実装

本 デー タベ ー スで は、前年 度 プ ロ トタイプデー タベースを作成 した折 りに一応 の基本 構

造 の設 計 を終 えて いる。本年 度、 デ ータベ ースを発展 させ るに当た り基本構造 の再検討 を

行 ったが 、後述 す るデー タの補完 を行 うことに より基本 構造 をほぼその まま使 用で きる こ

とが判 ったため、 プ ロ トタイプデー タベ ースにデ ータを追加実装 してデ ータベー スを発展

させ、 その場合 の有効性 を確か あ る ことに した。 また、 プロ トタイプデ ータベー スは、汎

用のRDBMS(リ レー シ ョナルデ ータベー ス管理 システム)で あ るORACLE(商 品

名、米 国ORACLE社 製)を 用 いて 、EWS(エ ンジニ ア リング ワー クステー シ ョン)Sun

4(富 士 通社製S4/2)に 構築 されてお り、今回 もこれ を用 いた。

本 デー タベ ースで対 象 と してい る交通事 故調査 は、昭和48年 か ら現在 に至 るまで継続

して実施 され て いるが、調査 の高度化 や調 査項 目の修正 ・追加 等 に伴 って、使用 され る調

査票 が過 去5回 改正 されて い る。 したが って、 これ ら全 デー タを対象 と した検索 を行 うに

は全 ての調査票 に共通 したデー タベ ー ス表 を用 い るのが望 ま しいが、その よ うな共通 した

デ ータベ ース表を設計す るに は多大 な労力 を必要 とす る。 また、車 両の構造 は年 々変化 し

てお り、最近 のデ ータ と昔 の デー タを合わせ て解 析す る必要性 は少 な く、実際 には単年度

ごとに検索 が行われ るケー スが圧倒 的 に多 い。 この よ うな理 由か ら、本 デー タベ ースで は

各調査票 ごとにデー タベ ース表 を設 計す ることに してお り、 プ ロ トタイプデー タベ ースで

は昭和62年 度 か ら平 成2年 度 にか けて用い られ たバ ー ジ ョン3の 調査票 を例 にデー タベ

ース表 の設 計が行 われて いる(た だ し、デー タベ ース表が異 な って いて も、共通項 目を ピ

ックア ップ した ビューを作成 す る ことに よ り、複数 のデータベ ース表 に またが る検 索 は一

応可能 であ る)。 本年度 は、新 た にバ ー ジ ョン1、2、4、5の 調査票 を例 にデー タベ ー

ス表 の設 計を行 い、該 当す るデ ータを実装 した。

各 バー ジョンの調査票 にはお よそ500項 目以上 の内容が含 まれてお り、複数枚 の シー

トか ら構成 されて い る。 そ こで、 これ らの調査票 と1対1で 対応 づ けるため、 デ ータベ ー

ス表 も複数枚 に分割 した。表2-1は 各バ ー ジ ョンごとに設計 した データベ ース表 の内訳

と含 まれて い る項 目数 を示 して い る(な お、巻末 の付録 には最新 のバ ー ジ ョン5の デー タ

ベ ース表 にっいて詳細 な内容を示 して ある)。 また、表2-2に は各 デー タベ ース表 が適

用 されて い るデ ータ数(事 故件数)を 示 してお り、本年度 は総 計約1600件 分 のデー タ

を実装 してみた。
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表2-1(1)デ ー タベ ー ス表 バ ー ジ ョ ン1に 含 まれ る表 と項 目
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表2-1(2)デ ー タベ ー ス表 バ ー ジ ョン2に 含 まれ る表 と項 目

表 名 表 の内容 項 目

MOTFVO2A111 事故概要及 び環境 V1～V25,34項 目

MOTFVO2V-41 事故車両及 び運転者関係 V101～V118,33項 目

MOTFVO2V-42 事故車両及 び運転者関係 V119～V131-8,39項 目

MOTFVO2V-43 事故車両及 び運転者関係 V132-1～V141-2,48項 目

MOTFVO2V-44 事故車両及 び運転者関係 V142-1～V159-7,55項 目

MOTFVO2V-45 事故車両及 び運転者関係 V160-1～V174-18,43項 目

MOTFVO2V-46 事故車両及び運転者関係 V175～V177-10,21項 目

MOTFVO2V-47 事故車両及び運転者関係 V178-1～V178-25,25項 目

MOTFVO2V-48 事故車両及び運転者関係 V179-1～V179-25,25項 目

MOTFVO21-一 一 乗員 ・歩行者 等の情報 V501～V528,30項 目

MOTFVO20-一 一 乗員 ・歩行者等 の傷害接触関係 V601～V640,43項 目

MOTFVO2P-一 一 シー ト ・年少 者 用 補 助 乗 車 装 置 V1001-1～V1017,31項 目

MOTFVO2V-51 前面窓 ガラス V1101～V1105-15,19項 目

MOTFVO2V-52 フ ー ド V1201～V1207,10項 目

MOTFVO2V-53 ス テ ア リング V1301～V1310,21項 目

MOTFVO2V-54 ドア V1401-1～V1406-2,23項 目

MOTFVO2V-55 キ ャブオ ーバ 型 車 V1501-r～V1512-6,30項 目

MOTFVO2V-56 タイ ヤ関係1 V1601-1～V1606-10,60項 目

MOTFVO2V-57 タイヤ関係n V1701-1～Vl704-10,40項 目

MOTFVO2V-58 車両火災 V1801～V1830-2,45項 目
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表2-1(3)デ ー タベ ー ス表 バ ー ジ ョ ン3に 含 まれ る表 と項 目

表 名 表の内容 項 目

MOTFVO3A111 事故概要及び環境 V1～V25-5,38項 目

MOTFVO3V-41 事故車両及び運転者関係 V101～V118-3,35項 目

MOTFVO3V-42 事故車両及び運転者関係 V119～V131-8,39項 目

MOTFVO3V-43 事故車両及び運転者関係 V132-1～V141-3,48項 目

MOTFVO3V-44 事故車両及び運転者関係 V142-1～V159-7,55項 目

MOTFVO3V-45 事故車両及び運転者関係 V160-1～V174-21,46項 目

MOTFVO3V-46 事故車両及び運転者関係 V175～V177-10,21項 目

MOTFVO3V-47 事故車両及び運転者関係 V178-1～V178-25,25項 目

MOTFVO3V-48 事故車両及び運転者関係 V179-1～V179-25,25項 目

MOTFVO3V-49 二輪車及び乗員 の概要 V202-1～V233-2,48項 目

MOTFVO3V-50 二輪車及び乗 員の情報 V234-1～V255,46項 目

MOTFVO31-一 一 乗員 ・歩行者等 の情報 V501～V535,36項 目

MOTFVO30-一 一 乗員 ・歩行者等 の傷害接触関係 V601～V640,43項 目

MOTFVO3P-一 一 シー ト ・年少 者 用 補 助 乗車 装 置 V1001-1～V1017,31項 目

MOTFVO3V-51 前面窓 ガラス V1101～V1105-15,19項 目

MOTFVO3V-52 フ ー ド V1201～V1209-2,10項 目

MOTFVO3V-53 ステ ア リ ング V1301～V1310,21項 目

MOTFVO3V-54 ドア V1401-1～V1406-2,23項 目

MOTFVO3V-55 キ ャ ブオ ーバ 型 車 V1501-1～V1512-6,30項 目

MOTFVO3V-56 タ イヤ 関 係1 V1601-1～V1606-10,60項 目

MOTFVO3V-57 タ イヤ 関 係 皿 V1701-1～V1704-10,40項 目

MOTFVO3V-58 車両火災 V1801～V1830-2,45項 目
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表2-1(4)デ ー タベ ー ス表 バ ー ジ ョン4に 含 まれ る表 と項 目

表 名 表の内容 項 目

MOTFVO4A111 事故概要及び環境 V1～V23-5,35項 目

MOTFVO4V-41 事故車両及び運転者関係 V101～V119-3,24項 目

MOTFVO4V-42 事故車両及び運転者関係 V120～V133-8,46項 目

MOTFVO4V-43 事故車両及び運転者関係 V134-1～V145,50項 目

MOTFVO4V-44 事故車両及び運転者関係 V146-1～V162-7,54項 目

MOTFVO4V-45 事故車両及び運転者関係 V163-1～V183-3,33項 目

MOTFVO4V-46 事故車両及び運転者関係 V184-1～V184-19,19項 目

MOTFVO4V-47 事故車両及び運転者関係 V185-1～V187-10,21項 目

MOTFVO4V-48 事故車両及び運転者関係 V188-1～Vl88-25,25項 目

MOTFVO4V-49 事故車両及び運転者関係 V189-1～V189-25,25項 目

MOTFVO4V-60 二輪車事故の概要(1) V2003～V2017,19項 目

MOTFVO4V-61 二輪車事故の概要(2) V2101-1～V2120,33項 目

MOTFVO4V-62 ヘ ル メ ッ トの情 報 V2301-1～V2315-2,50項 目

MOTFVO4V-63 二輪車乗員の情報 V2201～V2212-3,31項 目

MOTFVO41-一 一 乗員 ・歩行者等 の情報 V501～V540,42項 目

MOTFVO40-・ ・一 乗員 ・歩行者等 の傷害接触関係 V601～V634,39項 目

MOTFVO4P-一 一 シー ト ・年 少者 用 補 助 乗車 装 置 V1001-1～V1017,31項 目

MOTFVO4V-51 前面窓 ガラス V1101～V1104-15,18項 目

MOTFVO4V-52 フ ー ド V1201～V1209-2,10項 目

MOTFVO4V-53 ス テ ア リン グ V1301～V1310,21項 目

MOTFVO4V-54 ドア V1401-1～V1406-2,23項 目

MOTFVO4V-55 キ ャ ブオ ーバ型 車 V1501-1～V1512-6,30項 目

MOTFVO4V-56 タ イ ヤ関 係1 V1601-1～V1605-10,50項 目

MOTFVO4V-57 タイヤ関係n V1701-1～V1705-10,50項 目

MOTFVO4V-58 車両火災 V1801～V1829,38項 目

MOTFVO4V-59 エ アバ ッグ V1901～V1908-2,21項 目
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表2-1(5)デ ー タベ ー ス表 バ ー ジ ョ ン5に 含 まれ る表 と項 目

表 名 表の内容 項 目

MOTFVO5A111 事故概要及び環境 V1～V23-5,35項 目

MOTFVO5V-41 事故車両及 び運転者関係 V101～V119-3,24項 目

MOTFVO5V-42 事故車両及び運転者関係 V120～V133-8,46項 目

MOTFVO5V-43 事故車両及 び運転者関係
、

V134-1～V145,50項 目

MOTFVO5V-44 事故車両及 び運転者関係 V146-1～V162-7,54項 目

MOTFVO5V-45 事故車 両及 び運転者関係 V163-1～V183-3,33項 目

MOTFVO5V-46 事故車 両及 び運転者関係 V184-1～V184-19,19項 目

MOTFVO5V-47 事故車 両及 び運転者関係 V185-1～V187-10,21項 目

MOTFVO5V-48 事故車 両及 び運転者関係 V188-1～V188-25,25項 目

MOTFVO5V-49 事故車 両及 び運転者関係 V189-1～V189-25,25項 目

MOTFVO5V-60 二輪車事故の概要(1) V2003～V2018,20項 目

MOTFVO5V-61 二輪車事故の概要(2) V2101-1～V2120,33項 目

MOTFVO5V-62 ヘ ル メ ッ トの 情報 V2301-1～V2315-2,50項 目

MOTFVO5V-63 二輪車乗員の情報 V2201～V2212-3,31項 目

MOTFVO51-一 一 乗員 ・歩行者等の情報 V501～V540,42項 目

MOTFVO50-一 一 乗員 ・歩行者等の傷害接触関係 V601～V634,39項 目

MOTFVO5P-一 一 シー ト ・年 少 者用 補 助 乗車 装 置 V1001-1～V1017,31項 目

MOTFVO5V-51 前面窓 ガラス V1101～Vl104-15,18項 目

MOTFVO5V-52 フ ー ド V1201～V1209-2,10項 目

MOTFVO5V-53 ス テ ア リ ング V1301～V1310,21項 目

MOTFVO5V-54 ドア V1401-1～V1406-2,23項 目

MOTFVO5V-55 キ ャブ オ ーバ型 車 V1501-1～Vl512-6,30項 目

MOTFVO5V-56 タイヤ関係1 V1601-1～V1605-10,50項 目

MOTFVO5V-57 タイヤ関係H V1701-1～V1705-10,50項 目

MOTFVO5V-58 車両火 災 V1801～V1829,38項 目

MOTFVO5V-59 エ アバ ッグ V1901～V1908-2,21項 目
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表2-2各 データベ ース表に実装 されて いるデータ数

データベース表 適用年度 事故件数 車両台数 関係人数

MOTFVO1 昭 和47年 度 ～昭和60年 度 703 1289 2091

MOTFVO2 昭 和61年 度 ～ 昭和62年 度 211 361 662

MOTFVO3 昭 和63年 度 ～平 成2年 度 309 556 888

MOTFVO4 平成3年 度 200 341 537

MOTFVO5 平成4年 度 200 350 548

合 計 1623 2897 4726

この よ うに、本年度 は昨年 の300件 の プロ トタイプか ら1600件 の デー タベ ースに

発展 させて みたが 、 この場合 で も検 索 や集 計の速度が大 き く低 下す るな どの現象 は見 られ

なか った。

2.2デ ータの補完

デー タベ ース表 が複 数 の表 に分 割 され て いるため、検 索を行 う際 には各表 に含 まれてい

る共通 の キー項 目を使 って表結合 を行 う必要が あ る。 ところが、今 回作成 した データベー

ス表 には、分 割 した表の なか にキ ー項 目が欠如 して い る表が い くっか あ り、単 純 な表結合

を用 いる ことはで きない。 この よ うに共 通す るキー項 目が存在 しな い場合 に は、外部結合

の方 法 を用 いて表結合 をす ることにな るが、 これを頻繁 に使用 した検索 プ ログラム はかな

り煩雑 な もの とな る うえに、作成 したデ ータベ ースの構 造 とSQLに 相 当熟知 してい る必

要が あ る。 も う一つの方 法 と して、検 索用の ビュー(仮 想表)を 作 成す る方 法が あ り、前

年度 のプ ロ トタイプデー タベ ースで その有効性 を確 かめて い るが、ORACLEの 場 合 に

は、項 目数 が255以 下 に制限 され る。

このよ うに、共通す るキ ー項 目が欠如 して いて も、技術 的に は検索 が可 能で あ るが、 デ

ータベース を活用す るうえで、検索作 業 はで きるだ け簡略化 してお くことが望 ま しい。 そ

こで、本 年度 は、単純 な表結合 の技術 を利 用で きるよ うに、キー項 目と して事故 番号 と車

両番号 を全て のデー タベ ース表 に補 完 した。 ただ し、 この作 業 はす で に実装 して いる全 デ

ー タを対 象 に行 うため作業量が多 く、今 回は利 用頻度 の高 い昭和61年 度以 降の比較 的新

しいデ ータ(デ ー タベ ース表 のバ ー ジ ョン2,3,4,5を 用 いて い るデータ)に つ いて

のみ実施 した。
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3.利 用環境 の整備(パ ソコ ンとワー クステー シ ョンの連携)

3.1整 備 の必要性

本 デ ータベ ースで 用 いて い るORACLEは 、標準 デー タベ ース言語SQLを ベ ースに

開発 され て いるため、SQLを マ スター し、 かっ データベ ースの構造 を熟知 して いる者 、

すなわ ちデ ータベ ースの専 門家 であれ ば、 自由 自在 に検 索が可能 であ る。

しか し、本 データベ ースの利 用 目的 は、交通事故 の具 体的 な防止策 や事故 時の被害軽 減

策 を検討 す る際 の資料 を得 ることにあ り、 したが って、 この よ うな検討 を 目指 す研究者 や

技術者 が直接利 用 して こそ真価 が発揮 され る。 ところが、研究者 ・技術者 が同時 にデー タ

ベ ースの専門家 であ る と言 ったケース はご く限 られ、む しろ、デー タベ ース に関 して は素

人で あ ると考 え る方 が妥 当で あ る。 さ らに、デー タベー スを格納 して あ るEWSそ の もの

の使用 に も難色 を示す場合 もあ る。

この よ うな状 況の もとで、 データベースが有 効 に利 用 され るよ うにす るに は、EWSに

比べ て よ り親 しみ易 いパ ソコ ンを利 用 し、 さ らにはSQLを 意識 させ ないで検索で きるよ

うな システムの開発が必要 で あ る。 また、交通事故 の防止策 や被害軽減策 を検討す ると言

った問題解 決支援の ため にデー タベー スを利用す る際 には、検索 ・集 計 された結果 を さら

に解析 し、 図表化す る機能 も必要 とな る。 この よ うな場合 、パ ソコンに検 索結果 が送 られ

て いれば、 パ ソ コン用 の身近 なア プ リケーシ ョンソフ トを利 用 して解析 や図表化 を比較 的

容易 に行 え るよ うにな る もの と期待 され る。

3.2ハ ー ドの選択

一 口にパ ソコ ンと言 って も、現 在で は多 くの機種 が提供 され てい るが、今 回 は以下 の理

由か らMacintosh(以 下Macと 略す)を 採 用す ることに した。

(1)ユーザ イ ンター フェースに優れて お り、全 くの初心者 で も比 較的短 時間に操 作 を習 得

で きる。

(2)各種 ア プ リケー シ ョンの操作方法 が基本 的に同一 であ り、一 つの アプ リケー シ ョンを

マス ターす れば他の アプ リケー シ ョンに応 用が効 く。

(3)アプ リケ ー シ ョン間 のデー タの転送 が比較 的容 易であ る。

(4)EWSと の連携 が比較 的容易 に行 え る。

(5)当研 究所 の事務 処理 用パ ソコ ンがMacに 統一 されっっ あ る。

一11一



実 際 に は、Macの な か で も標 準 的 な機 種 で あ るllCi型(メ モ リ8Mb、 キ ャ ッ シ ュ

メ モ リ付)を 採 用 した 。 ま た 、EWS(Sun4)とMacの 間 は 、Ethernet(TCP/

IP)に よ り接 続 した 。 全 体 の ハ ー ド構 成 を 図3-1に 示 す 。

闇

Ethemet

闇

Macintosh

図3-1シ ステム構成

3.3連 携 用 ソフ トの選択 と試 行

EWS上 のORACLEをMacか らア クセ スす る方 法 と して は、 い くっか の方 法が あ

るが、今 回 は最近ORACLE社 よ り提供 されて い るソフ トORACLEforMacintosh

(ClientVersion2.OJ)を ベ ース に開発を行 った。

この ソフ トは、図3-2に 示 す よ うな クライア ン ト/サ ーバ環 境 の もとで、Macに ク

ライア ン トと しての機 能 を持 たせ るための ソフ トで あ り、以下 の よ うな ツールを備え てい

る。

(1)Mac用 の ア プ リケ ー シ ョ ン ソ フ ト(例 え ばHyperCard)にSQLコ マ ン ドを 組 み込

み 、 そ の ア プ リケ ー シ ョンか ら直 接ORACLEを ア クセ ス で き る よ うな ソ フ トを 開

発 す るた め の ツ ー ル(ORACLEAccess:開 発 者 用 ツ ー ル)

(2)容 易 にデ ー タベ ー スへ の ア ク セ ス や ユ ーザ の追 加 、 テ ー ブル の 作 成 等 が 行 え るHyper

Cardス タ ッ ク(ORACLEWorkshop:エ ン ドユ ー ザ 用 ツ ー ル)
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(3)ユ ー ザ 管 理 、 テ ー ブル 管 理 、 パ フ ォー マ ンス モ ニ タ ー機 能 を持 っ たGUI式 の デ ー タ

ベ ー ス管 理 ツ ー ル(ServerManager,SystemStack:デ ー タ ベ ー ス管 理 者 用 ツ ー ル)

サ ーバ ク ラ イ ア ン ト

Application

Program

Interface

'、
一 一

〇RACLE SQL*Net SQL*Net 一
」ApPli・a・i・n

'、一'

図3-2ソ フ ト構成

したが って、上記 の うち(2)の ツール を用いれば、SQLの 知識 を余 り持 たな いユ ーザで

も一応 デー タベ ースの利 用が可能 となる もの と思 われ る。 この ツ ールによ り、 デー タベ ー

スにア クセ ス して結 果を受 け取 る基本 的な手順 は以下 のよ うにな る。

(1)ツール を起動す ると図3-3の 画面 が現 れ るので、ユーザ名 、パ ス ワー ド、 デー タベ

ース名 を入力 して、 ログオ ンの ボタ ンを ク リックす る。

(2)自動 的 にデータベー スに接続 され、 データ ・デ ィ レクシ ョナ リが読 み込 まれ て、図3

-4よ うな表名 の リス トが表 示 され る。

(3)希望 す る表名 を ク リックす ると、 図3-5の よ うな項 目名 の一覧 が表 示 され るので、

希望 す る項 目名 を ク リックす る(項 目は複数 指定 で き、指 定 した順 に図の よ うに番号

が表 示 され る)。

(4)操作 パ レッ トを用い条件入 力の画面 に移 ると、選択 され た表の項 目の一覧が表示 され

る。条 件 を付けたい項 目を ク リックす ると図3-6の 画面 に な る。そ こで演算 子を選

択 し、値 を入力 す る。

(5)操作 パ レッ トか らレポー トを ク リ ック し、続 いてス ク リー ンボ タ ンを ク リックす る と

照会 のSQL文 が 自動生成 され、 デー タベースにア クセ ス して 図3-7の よ うな検索

結果 が戻 って くる(表 示 され る項 目の順 序 は、上 記の指定 順序 に対 応 して い る)。
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ログオ ン 企

ユ ーザ 名一
パ ス ワ ー ド

デ ー タ ベ ー ス:一 コ
口グオン

OracleWorkshopversion2.0.5-Production

Copyright◎1992byOracleCorporation.AllRightsReserved.
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図3-7

この よ うに、 この ツール を用 い る ことによ り、SQLを 余 り意識せ ず に、 また、 ほとん

どの操作 をマ ウスのみで行 うことがで きる。 さ らに、㈲ で複 数 の表 を選 択 して結合 す ると

か、(4)でOrderbyやGroupbyを 用 い ること も比較 的容易 な操 作で実行 で きる。 また、(5)で

出力先 と して、 ワー プロ、表計算 な ど、他 の アプ リケー シ ョンを指定す る ことも可能で あ

る。

と ころが 、実際 に使用 して み る と以下 の よ うな問題 が生 じた。

(1)操作 時の応答が遅 い

この ツールで は、例 えば表結合 の操作 を行 う際 に結 合 の過 程 を徐 々に伸 びて行 く矢

印で表示 す るな ど、HyperCardの グラフ ィカルな機 能を駆 使 して凝 った画面設計 が行

われ てい る。 これ は初心者 に とって大変 わか りやす い もので はあ るが、反面 、操作 時
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の応答が遅 く、操作 を何回 か経験 して行 くと相 当なス トレスを感 じて くる。 また、表

名 や項 目名 を問 い合 わせ るたび に、 データベースにア クセスす るよ うにな って い るた

め、 この操作 を繰 り返す よ うな場合 には、 この待 ち時間 に も結構 ス トレスを感 じるよ

うにな る。 もと もとHyperCard自 体Macに とってかな り荷の重 いア プ リケー シ ョン

であ り、 で きるだ け高速 のマ シ ンを用 い ることが望 ま しいが、今 回使 用 して い るHC

i型 クラスの機種で実 用にな らない と普及 は困難であ る と思 われ る。

(2)表名 や項 目名が記号 で表示 され るため分 か りに くい。

今 回構築 したデー タベ・一中スで は、表2-1に 示 したよ うにデー タベ ース表 や項 目に

MOTFVO3A111と かV1な どの記号 が付け られて い るため、 図3-4や 図3-5に 示 した

よ うに、表名 や項 目名 と して これ らの記号が そのまま表示 されて くる。 この問題 はむ

しろ構築 され てい るデ ータベ ース本体側 にあるが、記号 に対 応 した名称 やその詳細 な

コメ ン トなどが 日本語 で表示 され るよ うにな ってい る方 が は るか に使 いやす い。

(3)表結合 な どのSQLの 知識 を多少 は必要 とす る

この ツールで単純 な検索 を行 う限 りで はSQLの 知識 を ほ とん ど必要 と しな い。 し

か し、今回作成 した データベ ー スの よ うにデー タベース表が 複数 に分 割 されて い る場

合 には表結合 の操作 を行 う必 要が あ り、 そのために は表結合 の概念 をあ る程度理解 し

てお く必要 があ る。 また、SQLの 演算子 や関数 がその まま ボタ ン名 と して表示 され

るた め、SQLの 知識 がない と適切 な条件設 定が難 しくな る。

(4)機能拡張 や適 性化 を図 る必 要が あ る

本 デ ータベ ースで は、 と くに検索結 果の クロス集計が要 求 され ることが多 いが、本

ツールで はこれ に対応 す ることが難 しい。 また、演算子 にっ いて も、本 デー タベー ス

にと って余 計 な ものや、逆 に不足 して いる ものが ある。
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3.4専 用 ソフ トの開発

上記 のエ ン ドユ ーザ用 ツールORACLEWorkshoPは 、 さまざまなデータベ ースに対応 で き

るよ うに汎用性 を持 たせて い るため、特 定の 目的で使 う場 合 には多少 の不便 や問題 が生 じ

ることはやむを得 ない と考え る。 しか し、上記の 問題 は交 通事故調査 デー タの検索 ・集計

を 目的 とす る場合 には、ぜ ひ とも解 決 してお きたい問題 で もある。 そ こで、今 回 は、 この

ツールの利 用を断念 し、 もう一つ の開発用 ツールORACLEAccessを 用 いて、交通事故 調査

デー タ専 用の検索 ソフ トを開発す ることに した。

上記 の試行 の結果、ORACLEWorkshopは 、HyperCardの ボタ ン機能等 を利 用 して簡便 な

操作環境 を実現 して い る点で優 れてお り、 これ を参考 にHyperCardを ベ ース と した アプ リ

ケー シ ョンソフ トを開発 した。

HyperCardで はHyperTalkと 言 う専 用の プ ログラ ミング言語(オ ブジ ェク ト指 向の イ ン

タ プ リタ言 語)で プ ログラムを記述 す るこ とによ り、マ ウス操作 に対 応 して各種 の命令 を

実行 させ るこ とがで きる。 そ こで、デ ータベース言語SQLで 記述 した各種 検索用 の コマ

ン ドを、上記 の開発者 用 ツール(ORACLEAccess:イ ンタプ リタ言語 への オ ラクル社 の標 準

イ ンター フェース)を 用 いて、HyperTalkに 埋 め込む ことに よ り、 マ ウス操作 によ る検索

が行え るよ うなア プ リケー シ ョンの開発が可能 となる。 プ ログラムの一例 を 図3-8に 示

す。 また、 開発 に当 た って は、上記 の各 問題 点 を解決す ることに主 眼を置 いて、 と くに以

下 の点 に留意 した。

(1>操作 時の レスポ ンスを極力早 くす ること

見栄 えが多少犠牲 にな って も、マ ウス操作 に対す る レスポ ンスを優先 させて、 シ ン

プルな画面設 計を行 った。 また、本 システム は検 索のみ を対象 とす るため、Mac側

のHyperCardに 表名や項 目名等 の リス トを持たせ、サ ーバであ るEWSと の通信 回数

を極力少 な くした。

②表 や項 目の名称 を 日本語 で表示 させ ること

例 えば、 データベース表名"MOTFVO3A111"の 隣に 「事 故概要及 び環 境 」を表示す る

と言 った よ うに、表 や項 目の名称 や内容を 日本語 で表示 す るよ うに した。 ただ し、交

通事故調 査で は、用 いて いる表 や項 目が極 めて多 く、 さ らに、各項 目のなか には多数

のデー タ(図 に よる表記 もあ る)が 含 まれ てい るため、 これ らの全 て を 日本語で表示

させ るよ うにす るには多大 な労 力を必要 とす る。そ こで、今 回 は表名 、項 目名 までを

日本語 表示 と し、項 目のなかのデ ータ(選 択肢)に っ いては、実際 に使 用 した事故 調
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functionexecCountfromst,wherest

putOintorows

puピselectcount(*)into:rows:fromTI&fromstintosqlst

ifwherestisnotemptythenputreturn&"where"&&wherestaftersqlst

execsqlsqlst

puttheresultintosqleπ

repeatuntilsqlerr<>O

execsql"for20fetch"

puttheresultintosqlerr

endrepeat

returnrOWS

endexecCount

onmouseUp

setcursortowatch

globalfromst,selectst

putmakeWhere()into.wherest

I:1ぽ 劉 鵯 聯 ㍗h麗 麗 帯 す,・wi,h"表示・。,rTキャンセルTt

putitintoanswerFlag

ifanswerFlagis"キ ャ ン セ ル'tthen

hideeachOrGroup

exitmouseUp

else

endmouseUp

図3-80RACLEAccessを 用 いてHyperTalkにSQLを 埋め込 んだ プログラムの例

(該当する行数 を画面に表示 させ るための プログラム)

査票 をスキ ャナで取 り込 んだ もの をヘ ルプ画面 と して利 用す ることと した。

(3)表結合 やSQLを 意 識 させな い こと

表結合 を 自動 的 に行 うよ うに設計 し、ユ ーザ に表結合 を意 識 させ ないよ うに した。

具体 的に は、選 択 された表名 をみて キー項 目を結 合 して い く手法 を用 いた。っ ま り、

A111(環 境 表)、V _**(車 両 関連表)、1(乗 員表)、0(傷

害表)と 順 にデ ータ レベルが下層 にな って い くと考え て、最下層の0表 か ら逆

順 に どの表が選 択 されたかを判 別 して い く。 そ して選択 されて いる表 をみて、 それ ぞ

れのキ ー項 目であ るACCNO(事 故番号)、VEHNO(車 両番号)、OCCNO

(乗 員番 号)の 中か ら該 当す るキ ー項 目で結合 す る文 を返 す よ うに した。 プロ グラム

を図3-9に 示 す。
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fUnc口ontableJoinst

putemptylntojomst

if"0 ."isinstthen

putputWord("0_",st)intoOtable

if"1"isinstthen

putputWord("1_",st)intoItable

putOtable&".ACCNO="&Itable&".ACCNO"&retum&N

Otable&".VEHNO="&Itable&".VEHNO"&retum&～

Otable&".OCCNO="&Itable&".OCCNO"&retumafterjoinst

endif

if"V"isinstthen

putfindAllitem("V二',st)intoVtableList

putitemlofVtableLlstintoVtable

putOtable&".ACCNOニ"&Vtable&'㌧ACCNO"&retum&"

Otable&".VEHNO="&Vtable&".VEHNO"&retumafterjoinst

endif

if"Allll'isinstthen

putputWord("Allr',st)intoAtable

putOtable&".ACCNO="&Atable&".ACCNO"&retumafterjoinst

endif

elseif"1'`isinstthen

putputWord("1_",st)intoItable

if"V"isinstthen

putfindAllitem(11V二1,st)intoVtableList

putitemlofVtableListintoVtable

putItable&".ACCNO="&Vtable&".ACCNO"&return&～

Itable&".VEHNO="&Vtable&".VEHNO"&retumafterjoinst

endif

if"AIll',isinstthen

putputWord("Alll",st)intoAtable

putItable&".ACCNO="&Atable&".ACCNO"&retumafterjoinst

endif

elseif1'VT'isinstthen

putfindAllitem('1V_",st)intoVtableList

putitemlofVtableListintoVtable

if"Allr'isinstthen

putputWord("Alll",st)intoAtable

putVtable&".ACCNO="&Atable&".ACCNO"&retumafterjoinst

endif

endif

ifthenumberofitemsofVtableList>lthen

repeatwithi=2tothenumberofitemsofVtableList

putVtable&tt.ACCNO="&itemiofVtableList&'1.ACCNO"'一

&returnafterjoinst

putVtable&IT.VEHNO="&itemiofVtableList&".VEHNO"rv

&returnafterjoinst'

endrepeat

endif

repeatwithi=2tonumberoflinesofjoinst

put"andttbefOrelineiofjoinst
endrepeat
retumJOlnst
endtableJoin

図3-9表 結合 のための プログラム
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また、 車両番号 や事故番 号等で常 に ソー トしてか ら出力す るよ うに設 計を行 って、

ユ ーザ がOrderbyを 用 いな くて も良 いよ うにす るな ど、ユ ーザ側 か ら見え るSQLの

関数 や演 算子 は最 低 限の もの だけに限定 し、 また、で きるだ け分か りやす い表現 に し

た。

(4)クロス集 計 がで きる こと

交通事 故 の解 析で は、例え ば 自動車 の種 類(普 通乗 用車 、小型乗 用車、軽 自動車 な

ど)別 に、傷 害程度(軽 傷、 重傷 、死亡 な ど)別 の件数 を集計す ると言 った クロス集

計 を行 う機会 が頻繁 に発生す るため、ユ ーザが縦列 、横 列を選択 して簡単 に クロス集

計 が行 え るよ うに した。

⑤対話 形式で操 作が進 め られ るよ うにす ること

操作 を促 す メ ッセ ー ジや処理 内容を示す メ ッセー ジ等 を必要 に応 じて表示 させ 、間

違 えの ない操作が行 え るよ うに配 慮 した。

⑥検 索結果 の フ ァイル保存 がで きる こと

これ は、ORACLEWorkshopに も備え られて い る機 能で あ るが、検索結 果を フ ァイル

保 存 し、 ワー プ ロや表計算 な どの アプ リケー シ ョンに容易 に引 き渡せ るよ うに した。

(7)画面 を大 き くす るこ と

オ リジナル のHyperCardは9イ ンチの画面 に合 わせて設計 されて お り、多 数 の表 を

表示 させ る場合 に表示 が多少見づ ら くな るため、13イ ンチの画面 に合 うよ うに変更

した。
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3.4.1開 発 した ソフ トの詳細

開発 した ソフ トの フローチ ャー トは図3-10の よ うにな って お り、 これ に従 って 目的

のデー タを検索 し、その結果 を表示 す るまでの具体 的な操作 手順 は以下の よ うにな る。

操作 の対象 にな る画面 は、初期画 面、対象年 度選択画面 、検索項 目選 択画 面、条件設 定

画面 、検 索結果表示画面 、 クロス集 計表示画面 の6枚 で構成 させ てお り、各 画面 には、 さ

らにボ タ ン、サ ブフ ィール ドが設定 され入力 を促す よ うにな って い る。

〔起動 〕

(1)Macの 基本的 な操作 に従 って本 ソフ トを起 動す ると、図3-11に 示 す よ うな初期

画面 が表示 され る。 ここで、画面 中央 の下 の ログオ ンのボ タ ンを ク リックす ることに

よ り、デ ータベ ースに接続 され る(本 ソフ トは検索の みのた めの ソフ トであ り、 また

本 デー タベ ースは当面 イ ンハ ウス的 に使 用す るため、ユ ーザ名 やパ ス ワー ドを設定 し

て いな いが、必要で あれば直 ちに設 定す ることがで きる)。

〔対象年度 の選択〕

(2)デ ータベ ースに接続 され ると図3-12の 対象年度 選択画面 が現 れ、 ここで検索対象

とす る年度 を選択 しク リックす る(2.1で 述 べた よ うに、事 故調査票 が過去5回 改正

され てお り、それぞれ に合 わせて5種 類の デー タベー ス表 が用 い られて い る)。

〔検 索項 目の選 択〕

(3)図3-13の 対 象年度の検索項 目選 択画面 に変 わ り、 こ こに対 象年度 の全 ての データ

ベ ース表 が表示 され る。検索 しよ うとす るデー タベー ス表 の□ 印を ク リックす ると、

図3-14に 示 す よ うな、表名 、OKボ タ ン、キ ャンセル ボ タ ン、項 目選択 フィール

ドが表示 され る。 この状態で表 名 を ク リックす ると、 スキ ャナで取 り込ん だ調 査票が

表示 され項 目の詳 細を知 る ことがで きる(図3-15)。

(4)図3-14で 、項 目選択 フ ィール ドのなかの希望す る項 目を ク リック(複 数 可)す る

と、項 目の先頭 に*印 が現れて選 択 された ことを示 す。*印 がつ いて いる項 目を再度

ク リックす ると選 択が取 り消 されて*印 が消え る。 さらに選択 した項 目を全 て取 り消

した い場合 は、 キ ャンセル ボタ ンを ク リックす る と図3-16の 画面 が現 れ るので、

実 行 ボタ ンを ク リックす る。項 目の選択 が終 了 した らOKボ タ ンを ク リック し、元の

画 面(図3-13)に 戻 る。項 目が選択 されて いる場合 には□ 印の 中に ×印がつ いて

お り、必要 な らば別のデー タベ ー ス表 の□ 印を ク リック し、(3×4)の操作 を繰 り返す。

(5)希望 す る全ての項 目の選択 が終 わ った ら(後 か ら修正可)、 画面 下部 の実行 ボ タ ンを
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ク リックす る。

〔検索条件 の設定〕

(6)図3-17の 条件設 定画面 が現れ る。 この画面 に は検 索項 目選択 画面で選択 されて い

るデータベ ース表 が表示 されてお り、条件 を設定 した いデータベース表を ク リックす

る と、 図3-18に 示す よ うに、表名、OKボ タ ン、項 目選択 フィール ドが表 示 され

れ る(項 目 リス トのなか ですで に選択 されて い る項 目に は、*マ ー クが付 け られて い

る)。

(7)条件 を設 定 した い項 目を ク リックす ると(*が 付 いていな い項 目を新 たに選 択 して も

良 い)、 図3-19に 示す よ うな演算 子 フィール ドが現 れ るので、希望す る演算 子 を

ク リックす る。 っつ いて、 図3-20の よ うな条件値入力 フィール ドが現 れ るので、

条件 を与 え る数値 をキー ボー ドか ら入 力 し、OKボ タ ンを ク リックす る。例 え ば、A

111表(概 要及 び環 境)でV1の 事故種 別 と して 「正面 」を設定す る場合 には、V

1の 事故種別 の項 目を ク リック⇒演算 子 フィール ドの記号=を クリック⇒条件値

入力 フィ ール ドで1(図3二15の ヘルプ画面 か ら、1が 正面 であ るこ とが判 る)を

入力 ⇒OKボ タ ンを ク リック、 と言 った手順 にな る。 なお、設 定 した条件 に対応す

るWHERE文 が、画 面 内の条件 フ ィール ドの中に 自動 的 に書 き込 まれ る。

(8)OKボ タ ンを ク リックす ることによ り図3-18の 画面 に戻 るので、他の項 目に対 し

て も条 件設定が必要 な ら、(7)の操作 を繰 り返す。 さ らに、他 のデー タベ ース表 にっい

て も条件 設定が必要 な ら(6)～(8)の操作 を繰 り返す 。

(9)全て の条 件設定が終 了 したのち(設 定条件 は検索後 に も修正、追加 が可能)、 画面下

部 の実行 ボタ ンを ク リックす る。

〔検索 ・表示 〕

⑩ 図3-21に 示 され る画面が現 れ、画面下部右側 のデー タ表示 ボタ ンを ク リ ックす る

と自動 的に検 索が開始 され、検索条 件 に該当す るデー タ件数 が図3-22の よ うにフ

ィール ド内に表 示 され る。 ここで、 さ らに条件 を絞 り込 む とか、設 定を変 更す る場合

に は、 フィール ド内 の キャ ンセルボ タ ンを ク リックす ると図3-17の 画 面 に戻 るの

で 、⑥以 降の操作 を行 う。

(11)図3-22の 画面 で 、 フィール ド内の表示 ボ タ ンを ク リックす ると図3-23に 示 さ

れ るよ うな検索結 果 が表示 され る。検 索結 果を保存す る場合 に は、画面下部 の フ ァイ

ル保 存 ボタ ンを ク リックす ると、 図3-24の 画面が現れ る。 ここで 、 フ ァイル保 存
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の ボタ ンを ク リックす る と、図3-25の よ うなデ ータ区切 り子(タ ブ、 カ ンマ)を

問 い合 わせ て くるので、 どち らかを選択す る。 さらに、図3-26の よ うに フ ァイル

名 を問い合 わせて くるので、 フ ァイル名を入力 し、 さ らに保存先 を指定 して保 存 ボタ

ンを ク リックす る。

〔グル ープ集 計〕

(IZグルー プ集 計を行 う場合 に は、 図3-21の 画面左 側の グループ集 計 ボタ ンを ク リッ

クす ると、図3-27の 画面 が表示 され る。 ここに は、すで に設 定 されて い る検索条

件 に対 応 したSELECT文 の リス トが表 示 されて い るので、集計 を希望 す る順 に項 目を ク

リック(ク リック した順 にSELECT分 の左 に番号 が付 され る)し たの ちOKボ タ ンを ク

リックす ると、再 び図3-24に 示 され るフ ィール ドが現れ 、表示 ボタ ンを ク リック

す ると集計が開始 され、図3-28の よ うな グル ープ集計結果 が表示 され る。

〔クロス集 計〕

(13図3-28の グル ープ集 計結果 の画 面下部 の クロス集計 ボタ ンを ク リック選 択す ると

図3-29の クロス集 計画面が表示 され る。 クロス集計 を行 うには縦横 の項 目を決め

る必 要が あ り、縦 の項 目を ク リックす る と図3-30の よ うな選択 フ ィール ドが表示

され る。選択 フ ィール ドには、検 索条件 に対応 したSELECT文 の リス トが表 示 されてお

り、必要 な項 目順 に ク リックす ると選択 された項 目は選択 フィール ドか ら消 えて、縦

の項 目フ ィール ドの方 に表示 され る。選択 が終 了 した らOKボ タ ンを ク リック して元

の画面 に戻 り、横 の項 目につ いて も同様 の手順 で選択す る。縦横 の選 択が終了 す ると

図3-31の 画面 が現れ るので、画面下 の実行 ボタ ンを ク リックす ると、 デ ータ区切

り子(タ ブ、 カ ンマ)(図3-32)、 フ ァイル保存(図3-33)を 問 い合 わせて

くる。 問い合 わせ に答え終 わ ると、 図3-34の よ うな クロス集計結 果が 区切 り子付

きで表示 され る(こ の結果 は表 形式 の表示 とな って いな いため、多少 見づ ら くな って

いる。 これ はHyperCardの 制約 か らやむを得な いが 、その対処 の方 法 にっ いて は次第

で述べ る)。

一24一



画面出力

クロス集計

検索 したい年度の選択

グループ集計

項目の選択

条件の設定

ファイル保存

データ表示

画面出力 ファイル保存

他 の アブ。リケーションへ...

図3-10開 発 した検索用 ソフ トによ る処理の フロー
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図3-11

図3-12
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ロV_52フ ー ド

[]V_53ス テア リング

ロV_54ド ア

ロV_55キ ャブオーバ

検 索 項 目 を選 んで くだ さい 平成3年('91)

口O___乗 員、歩行者 の傷害

[]V_45車 両(5)口V_60二 輪車(1)
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図3-14
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フ聞 し 編 集 コ・一'」,-」Lオ フ・・シ・.ク ト フオント スタイル ⑤ 〃 ㈱ 「

口

口

口

口

口

口

口
口

口
口

….fvO4a111(No,D.pct

G-1 事故概要及び環境

事 故 概 要 及 び 環 境

事 故 番 号 M9

調査 項 目コー ド A

4

1

1事 故種別

(01)正 面
(02)側 面
(03)追 突

(04)単 独対物
〔05)単独対物以外

(06)車 両対二輪車

(07)車 両対自転車
(08)車 両対歩行者

(09)走 行中火災
(77)そ の他(

1

[

1

1

)

2.事 故内容

{引 物損事故
{⑪ 軽傷事故
{2[重 傷事故

(31死 亡事故

(9}不 明

3,事 故 発 生 日 時

曜 日コー ド

(1[日15)木

12[月 ほ}金

{3]火17)`士.

(4)水

4,事 故 発生場所

19

年

時

日

}ケ

22 23

注)コ ー ド番号は,別 紙 コー ド表に従 って記 入す る。

都道 市区 町 番地

府県 郡 村

24

26

5.事 故 類型

27 28

6.車 両 の進行 方向

7.事 故 関係車両 数 (99)不 明

8.事 故 関係者 総数 (囎)不 明

9事 故 態 様

(OD巻 き込み

(02)ひ きず り

(03)傾 過

(04)は ねA、ltし

(05)倒 し

〔E)事 故の 第1次 原因 を示す

(06)衝 突

(07)接 触

(08>火 災

(09)水 θ

(IO)柘 …落

(11}iZ出1,軽 口

(77)そ の他

()

(99)不 明

台

人

10,天 候

{vr肖{31i編151竺 ∫{9)不1り1

(2)曇{4)薦{61培 風

11.路 面

川 乾燥

t2)湿 潤

t3[凍 結

i4)

i7〕

(9}

積雪
その仙
不明

12.舗 装

1)[ア ス7ア ルh[4[

(2[コ ノ ク リ ー ト{7}

{3]砂1`1〔91

泥

その他

不1男

[3、 辻i路 くノ)‡lliま負

u}高 速自in堪LN迂i

(2)自 動車 専用道路

{3]一 般国 道

〔4}都 違i仔f県道

ほ}市 町村道

16)私 道

:7[そ の他

、

集い場合は(000)を 記入

高速道路 は下 の()内 に

高速道路名 を記人 し別紙
人'.'

41

●
戻る
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図AIII
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図3-16
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図A111

図V-41車 両川

条 件 を入 力 して くだ さ い 平 成3年C91)

●

図3-17

図A111

図V_41車 両 川

条件 を入 力 して くだ さい 平成3年Cgl)

ACCNO

VEHNO

VIOI

VIO21

V1022・(月}

VIOS型 式'
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図A111概 要及び環境
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図A111概 要及び環境
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図3-29
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3.4.2開 発 したソフ トの効 果 と課 題

上記 の通 り、本 ソフ トによる検索 ・集計 で は、検索条件の入力 や フ ァイル名の入力 時に

多少 のキ ーボー ド操作 が必要 とな るが、 ほぼ全 ての操作 は指示 され るメ ッセー ジに従 って

マ ウスを動かす だけで良 く、SQLの 知識 やデー タベ ースの知識 を持 たない者 で も、簡単

に使 うことがで きた。 また、操 作 時の レスポ ンス も、検索結果 を受 け取 る段 階で2～3秒

待 た され る程度で あ り、あ まりス トレスを感 じさせ る もので はなか った。

ただ し、本 データベースを利 用 して 目的 とす るデ ータを的確 に検索す るに は、本 デー タ

ベ ースに どの よ うなデー タが収 録 されて いるのかにっ いて、 あ らか じめ予 備知 識 を得 てお

く必要 があ る もの と考 え る。本 デ ー タベ ースの利 用者 は当面、 当研 究所 の事故調 査 の関係

者 および事故 分析 を担 当す る研 究者 であ り、事故調 査やデー タベ ー スの 内容 を一 応理解 し

て い る。 したが って、 当面 は支 障 ない もの と考 え るが、最終 的 には、検索 した い要求 に対

して適切 な ア ドバ イスを与 え るよ うな検索支援 ス タ ックを、HyperCard上 に用意 したい と

考 えてい る。

また、将 来的 には この システム に多少 の改良 を加 え ることによ り、 どの項 目が どの位使

わ れたか、 とい うよ うなデ ータベ ースの統計情報 を と り、将 来 の調 査項 目の選 定 や課金情

報 な どに利 用で きるよ うにな る。

本 システ ムで は集 計結 果の フ ァイル保存がで きるよ うに して あ るこ とか ら、 この ファイ

ル をMacの 各種 アプ リケー シ ョンソフ トで利 用す ることがで きる。一例 と して、 図3-

35は グラフ作成 ソフ トDeltaGraph(商 品名)を 用 いて、集 計結 果を グ ラフ化 した もので

あ り、Macで は このよ うな グラフ表示 を極 めて容易 に行 うことがで きる。 また、表3-

1は 、 クロス集 計結果 をDeltaGraphの デ ータ入力 表 に転送 した結 果で あ り、前節 の⑬ で述

べ た クロス集 計結果 の見づ らさは、 この方法 に より容易 に改善す るこ とがで きる。 さ らに

最近 のア プ リケ ー シ ョンソフ トの なか には、 クロス集 計機能 を備 え た もの もあ り、 グル ー

プ集計結 果の段階 で このよ うな ソフ トに引 き渡 す方法 も考え られ る。表3-2は 、 クロス

集計機能 を備え たExcel(商 品名)の 最 新バ ー ジ ョンを利 用 して 、 この方 法 によ りクロス

集計表 を作成 した ものであ る。 結果 は当然表3-1と 同 じとな って い るが、 ロジ ックの違

いか らか、 こち らの方 が演算 時間 は多少 短 か った。
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表3-1ク ロス集計結 果を表作成 ソフ トに転送 した例

-一 ラベ ル A B C
ミD

E F G H 1

ラベル MOTFV

1

2 Vl=1 V1=2 ・V1=3 Vl=4 V1=5 Vl=6 V1=9 SUM

3 VlO6=1 V2=0 0
、 、 、、

0
、、、

1 1 0 0
、、

2 4

4
、 、、 ザ 、、

V106=1 V2ニ1 5

町 、ヘ へ 瓜'〉 へs、

3

へ へ 、 θ

4
換 へ 」s× ヘ へuへ

0
へ 馬"〉 へAAへ

0 1 0 13

5
∨ 、 、氏 へ 〉A

VlO6=1 V2ニ2 f乏
i・一 ・ 一 ・… 争 ・・ 、、、 、 ・

2
、、 、、.、 ・、

0

▼ 、、、

2コb2 0 22

6
、℃℃-℃ ℃b

」 声、へ、ペへ、AAへ 只

VlO6=1
、、 、匂s

V2=3 10 16
.i℃ 、 、9 7 0

本

2 0 44

7

℃ 、、、、 、 、、 、

VlO6=2
、、、 、 ℃ 、 、--、 、

V2=0
-、-℃ ℃

0
、

Oi1
、 、 、 、 、 、

4

〆 、 、 、 ℃℃ 、

0 0 2 7

8 V106ニ2 V2ニ1 6

AA

7

"薯'一'""''"

。2ミ7 1 0 0 23∀ 、 、 … … ㌫ ℃ ℃シ 、、..

09 VlO6=2
、、・、、、 、

V2=2

℃ ℃ 、 、 、、、、、 、 ▽

22 1

℃、、、 、、.、 ▽.、 ■▼.

il6 5 0
∀ ∀

68
10 VlO6=2 V2=3 16 38 14 i19 5 4 0 96
11 VlO6=3 V2=0 0

⊆

0 α11 0 0 0 1
12

>へ ヘ へ 亀 、ヘ へ
VlO6ニ3 V2=1 4 4 oiO 1 1 0 10
13

町へへ 〉 、

V106=3
ヘへへへ 、'へA

V2=2
へ ヘミ へ、へA

O 175 4, 4ミ1 1
へ

2

14
へ 〉 へ'

V106=3 V2ニ3 1
.、 、、、、、s、 、、ザ 、、、 、

8i2i4 0 2 0 17

15
ン 、 ℃ 、

SUM 81 108{40iζi
ξ

へ へ

8 fg 4 322
、

表3-2ク ロス集計機能付 き表計算 ソフ トによ りクロス集計表を作成 した例

該当数の合計 事故種別
自動車の種類 事故内容 1 2 3 45 6 9 総数
1 0

1

2

3

5

12

10

3

4

16

1

4

2

9

1

2

7

1

2

2

2 4

13

22

44

1 の 合 計 27 23 16 10 5 2 83

2 0

1

2

3

6

22

16

7

24

38

1

2

1

14

4

71

16

195

5

4

2 7

23

68

96

2 の 合 計 44 69 18 466 9 2 194

3 0

1

2

3

4

5

1

4

4

8

4

2

l

l

ll

4

1

2

2

l

lO

l7

17

3 の 合 計 10 16 6 62 5 45

総 数 81 1◎8 4◎ 磯8 拶 322
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3.5デ ータベー ス管理 用 ソフ ト

ORACLEforMacintoshに 収め られて いるデー タベー ス管理用 ツール は2種 類が 用意 され

て い る。一 つ はSystemStackと い うHyperCardス タ ックで、 これ はユ ーザ の登録 、 デー

タベース表 の管理 、 ア クセ ス権の設 定 など、 日常 的なデ ータベ ース管理 を行 ううえで極 め

て便利 な ツールであ る。

この ツール は、デ ータベ ース管理者 の業務 を より容易 に行 え るよ うに設 計 されてお り、

ほ とん どの操作 は画面 に表 示 され るボタ ンをマ ウスで ク リックす るだ けで行 え る。例 えば

ユーザ登録 を行 う場合 には、図3-36の 画面 でユーザ管理 を ク リック して 図3-37の

画面 を表示 させ、 ここにユ ーザ名 とパ ス ワー ドを打 ち込み、付与 す る権 限 を ク リック した

のちOKボ タ ンを クリックす るだ けで あ る。 また、表や ビューに対 す るア クセス権 をユー

ザに付与す る場 合 には、 図3-38の 画面 でア クセ ス権限付加 を ク リック して図3-39

の画面 を表示 させ、表/ビ ュー名、ユ ーザ名 を入力 して ア クセス権 限 の タイプを ク リック

したの ちにOKボ タ ンを ク リックすれ ば良い。

もう一つ はServerManagerと い うアプ リケ ーシ ョンで、 これ は先 にあげ た機能 に加 えて

デ ータベ ースのモニ タ機能 も付 いて いる。
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ユ ーザ管理

⑱ ユーザ登録

⑧ ユ ーザ 削除
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⑱ ユ ーザ権 限の 変更

⑱ ユ ーザ名の 一覧

図3-36
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図3-37
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表管理 企
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4.交 通事故調査 データ ベースの今 後

4.1画 像 のデータベー ス化

交通事故調査 データに は、数値 や文字 に よるデ ータの ほか に、現場 見取図 や事故車 両 の

写 真 などの画像 デー タが あ り、 これ らも具 体的な事 故 防止策 や事故 時の被害軽減策 を検討

す る うえ で重要 な情報 源 とな って いる。 そのため、本 デー タベ ースで は、 これ ら画像 デー

タを含む マルチ メデ ィア型 のデー タベ ースを指向 してお り、最終 的に はそ のよ うなデ ータ

ベ ースを構築 したい と考えて い る。 しか し、事故調 査で扱 う図や写真 は1事 故 当た り平均

100枚(年 間200件 を調査す る と2万 枚)と 多量で あ り、 その うえ、写真 の全 てが カ

ラーであ る ことな どか ら、相 当規模 の システムが必要 とな る。 また、 この種 の画像 関連 シ

ス テムにっいては技術 開発が急速 に進 め られて いるのが現状 で あ り、ハ ー ド・ソフ トとも

か な り流動 的であ ることに も注意 が必要 であ る。 いずれ にせ よ、相 当な投 資を伴 うことは

間違 いな く、構築 に当た って は慎 重 な検討 を行 った うえ で、開発動 向を見極 め る必 要が あ

る もの と考 え る。画像 の デー タベ ースで は、収録 され た画像 デー タの利用 目的や利 用方法

によ って システムが大 き く異 な って くるが、現時点で は以下の よ うな方法 が考 え られ る。

〔1〕 レーザ ビデオデ ィス クを利 用す る方法

現在 、事故調 査関連の 図や写真 は、事 故番号 ごとにバ イ ンダに整 理 され てキ ャ ビネ ッ ト

に保管 されてお り、閲覧 す る場 合 に は事 故番号 を確認 して キ ャ ビネ ッ トか ら引 き出す よ う

にな って いる。 また、複写 が必要 な ときには、図 にっ いて は原 図か らの コ ピー、写真 にっ

いて はネガか らの焼 き増 しによ って対 処 して いる。

したが って、先ず は、 この よ うな保 管、閲覧、複写 が行 え るよ うなデー タベ ースが構 築

で きれば、少な くと も現状 の利用 目的を満足 させ ることがで き、 その うえ、大幅 な保 管 ス

ペ ースの削減 と効率化が期待 で きる。 この よ うな 目的で あれば、 レーザ ビデオ デ ィス クを

主体 と した システ ムが手軽 であ る と思 われ る。

従来 は再生専用であ った レーザ ビデオ ディス クも、最 近 で は追記型 や書 換型の デ ィス ク

が 開発 され、 自分で録画 す る ことが可 能 とな って きた。 その うえ、 レーザ ビデオデ ィス ク

は動画 だ けで な く安定 した静止画像 が得 られ ることか ら、美術 館で の静止 画 ライ ブラ リー

や画像 の フ ァイ リング システ ムに利 用 され始 めてい る。

レーザ ビデオディス クで は、30cmの 光 デ ィス クに映像信号 をアナ ログで記録 す るため

記録密度 が高 く、1枚 の デ ィス クにお よそ5万 コマの画像 を記録で きる。 また、0.5秒 程
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度 の短 いア クセ スタイ ムで検 索がで き、RS232Cの イ ンター フ ェー スを介 してパ ソコ

ンに よるラ ンダム検 索 も可能 であ る。 さ らに、複写 を とる場合 に も比較 的低価格 な ビデオ

プ リンターを用 いる ことが で きる。た だ し、 ビデオ信号を利 用す る ことか ら解像度 はテ レ

ビ画像 と同様 であ り(水 平解像度 で400本 前後)、 微細 な描写 は難 しい。

したが って、一画面 に多 くの写真 を収録 した り、画面か ら細 か い情報 を読 み取 る ことは

難 しいが、事故 現場 の情況 や車 の破 損情況 を観察す る程度で あれば、十分 実用 にな る もの

と思 われ る。 すで にハ イ ビジ ョン方 式 の追記型 レーザ ビデ オデ ィス ク も開発 され てお り、

これを利用す れば相 当な画質 向上 が期待で きる。

〔2〕 フ ォ トCDを 利 用す る方 法

1990年 コダ ック社 は、オーデ ィオ用 に広 く利 用 されて い るコ ンパ ク トデ ィス ク(C

D)に 映像 を記録 す る新 しい フォーマ ッ ト(フ ォ トCD)を 発表 し、1992年10月 よ

り、 この方式 によ るラボサ ー ビスを開始す るとと もに、専 用の プ レー ヤーを発売 した。

この方 式で は映 像情報 を デ ジタルで記録す るため、画質 は通 常の テ レビ画像 に比 べてか

な り高 く(35mmフ ィル ムの画面寸 法で2048×3072ド ッ ト)な って い る。反 面、

相 当強力 な デー タ圧縮 を行 って いる ものの、1枚 のCDに100コ マの映像 しか記録 で き

ない。 したが って、 これを直接利用 して多量 デ ータの画像 デー タベ ースを構築 す ることは

困難 であ ると思 われ るが、専用の プ レーヤーで再 生 した映像信号 を上記 の レーザ ビデオ デ

ィス クに再 録す ると言 った、画像 デー タの入 力装置 として大 いに利用 で きる もの と思 われ

る。

その うえ、すで に この フ ォーマ ッ トに対応 したMac用 のCD-ROM装 置 が相次 いで

提供 され、デ ジタルの ま まの データが読 め るよ うにな った ことか ら、 っ ぎに述 べ る コ ンピ

ュータの画像 データベ ー スへの入力装 置 と して も威力 を発揮 す る もの と思 われ る。画像 デ

ー タの取 り込 み は、ユ ーザ 自 らが スキ ャナを用いて行 って い るのが一般 的で あ るが、 フォ

トCDへ のダ ビングサ ー ビスを利 用す ることによ り、画像 データの入力作 業大半 を外 注す

ることが可能 にな る。

〔3〕 コ ンピュータ に画像 デー タベ ースを構築す る方法

上 記め レーザ ビデオ デ ィス クの よ うなアナ ログ信号を記録す る方 法で は、画像 データの

利 用 は閲覧 と複 写 までで 、それ以上の利用 は難 しい。.現 在、画像 か ら各種 の情報 を 自動 抽
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出する画像処理技術の開発が進められており、近い将来、例えば事故車両の写真から変形

量を読み取って衝突速度を推定すると言 ったことが可能になるものと思われる。このよう

な画像データの発展的な利用を合わせて考慮すると、画像データをデジタル化 してコンピ

ュータに収録 しておくのが有利であると思われる。

(1)ORACLEに 画像 デー タを収録 す る方法

今 回構築 した データベー スの デー タ項 目の一 つ と して画像 デー タを収 録で きれ ば、単 に

事故番号 か らだ けではな く、例え ば、 「ドアーが開放 した車 」 と言 った項 目か らも検索 で

き るよ うにな るため、利 用価 値 は格 段 に向上す る。 しか し、今 回用 いて い るRDBMSの

バ ー ジ ョン(ORACLE6)で は、 ロ ングデ ータ形式 の データ と して64KBの バ イナ リデー タ し

か取 り扱 え ないため、図や写真 のイ ンデ ックス は収録 で きて も、画像 デー タその ものの収

録 はほとん ど不可能 であ る。 ところが、次期 のバ ー ジ ョン(ORACLE7)で は、 これが2

GBに まで拡張 され るため、 ここに スキ ャナな どで取 り込 んだ画像 デ ータを格 納す ることが

可能 にな る もの と思われ る。 ただ し、 この場 合以下 の検討 が必要 であ る。

① 強力 なデー タ圧縮 技術の併 用が不可欠

仮 に4×5イ ンチの写真(サ ー ビスサ イズの プ リン ト程度)を400dpiの スキ ャ

ナ によ りフル カラー(24ビ ッ ト)で 取 り込 む とすれば、 デー タ量 は単 純 に、

4×5×400×24=192000ビ ッ ト(=24KB)

とな り、2万 枚(1年 分)で480000KBす なわ ち480MBと な る。 したが って、

データ量 は容易 にギガバ イ トの オー ダに達す ることが予想 され、EWSの ハ ー ドデ ィ

ス クに格納 す るには、かな り強力 なデ ータ圧縮 技術が必要 とな る。

② デー タベー スのパ フォーマ ンスの低 下

仮 にORACLEに 画像 デ ー タを格納で きた と して も、 巨大 な フ ァイルを持つ こと

によ りORACLEの パ フォーマ ンスが低下 す る恐れが あ り、 と くにEWSク ラスで

は この問題が懸念 され る。 また、今 回 デー タベ ースの検索 を容 易 にす るた めに、数値

デー タにっ いてはMacの 画面 か ら検索 がで きるよ うに してお り、画像 デ ータにっ い

て もMacの 画面 に表示で きる よ うに してお くことが望 ま しいが、 この場合 、パ フォ

ーマ ンスの低下 が一 層懸念 され る。
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(2)Mac側 に画像 デー タベ ー スを持 たせ る方法

Macの 画面 に画像 デー タを表示 させ るな ら、画 像デー タベ ースをMac側 に持 たせ る

方 法が考 え られ る。 マ ルチ メデ ィアが ブーム とな って いる最近で は、パ ソコ ン用 の画像 デ

ータベ ース システムが比較 的低価 格で提供 され るよ うにな って きてお り、今後 さ らに高性

能化、低価 格化 が進 む もの と思われ る。 したが って、 これ らのなかか ら最適 な システムを

選定 してMacに 画像 デー タベ ースを構築 す ることは比較的容 易であ る もの と思 われ る。

た だ し、 この場合 には以下 の問題 に対 して検討 が必要 とな る。

①複数 のユ ーザ に対 して どの よ うに対応 す るか

今 回構築 した数値 や文字の データベー スはEWS(サ ーバ)上 の構築 されて いるた

め、デ ータベー スを複 数のMac(ク ライア ン ト)で 共 用す る ことが で き るが、画像

デー タベ ースをMac側 に持 たせ て しまうと、 これ を持 ったMacの み しか利 用で き

な くな る。全 てのMacに それぞれ画像 デ ータベースを搭載 すれ ば要 求 に は応え られ

るが、不経 済で あ るうえ にデー タの更新 ・管理等 に多大 な労力が必要 とな る。ユ ーザ

の数 が少 ない当面 の間 は、 どれか特定 のMacに 画像 デー タベ ースを搭 載 して お き、

画 像検索 を伴 う検索 が必要 な場合 には、 その特定 のMacを 利用 させ る と言 った運 用

で カバ ーす るのが よ いと思 われ るが、将来的 に は画像 デ ータベ ースの方 に もクライア

ン ト/サ ーバ環境 を持たせ る必 要があ る。 このよ うな クライア ン ト/サ ーバ環境 と し

て は、 どれか1台 のMacに サーバ機 能 を持 たせ る方 法が一般 的であ るが、最近 で は

ネ ッ トワー ク上 にっなが って いるEWSをMacの サーバ と して利 用可能 とす るソフ

トも提供 されて い る。後者 の方 がEWS用 の大 容量バ ックア ップ装 置を利 用 で きると

か、拡張性 に優 れ るな どの点で有利であ る もの と思 われ る。

② 両 データベ ースの連 携 をどの よ うにとるか

この よ うな2本 建 ての システ ムで は、通常 は先 ず 「事故調査 デー タベ ー ス」か ら条

件 に合致 す る事例 の事故番号 を検索 し、次 に この事故 番号 を 「画像 デ ー タベ ー ス」 に

照会 して該 当す る事 故の写真 や図 を引 出す ことにな るが、 これ ら一 連の 操作 が スムー

ズに行 え るよ うな ソフ トを開発 しないと、使 い勝手 が著 し く損 なわれ る ことにな る。

今回 開発 したHyperCardベ ー スの検索 ソフ トのなかで 「画像 デ ータベ ー ス」を ア クセ

スで きるよ うに してお くことが望 ま しい。
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以上、 いずれの場合 に も解 決 しな けれ ばな らない課題 が多 いが、現 時点で は図4-1お

よび以下 に示 す よ うな システムが適当で あ ると考 え る。

①画像 デー タベ ースをMacに 構 築す る。

すで にORACLE上 に構築 され てい るデータベ ース に画像 デー タを追加す る方 法

は魅 力 的であ るが、EWSク ラスで は負 荷が大 きす ぎるよ うに思 え る。一方 、Mac

はグラフ ィ ック環境 に優 れたパ ソ コンであ り、画像処理 関連の ソフ トやハ ー ドもか な

り充 実 して いるため、 こち らに画像 デー タベ ースを構築 す る方が よ り現実 的であ ると

言え る。

②EWSをMacの サ ーバ と して用 い る。

複 数 のMacで デ ータベースを共有 す るためにサーバ機能が必要 とな るが、信 頼性

確保 やバ ックア ップの容 易性 を考え るとEWSに サ ーバを置 くのが有 利で あ ると言 え

る。 また、すで にEWS上 に構 築 され て いるデータベー スと合 わせ て一括管理 がで き

る。

⑧ 画像 デー タの入力装置 と して フ ォ トCDを 用 いる。

現 在保有 して いる事故車 両等 の写真 はすで に膨大 な量 とな ってお り、 これ らを スキ

ャナで読 み込 む作 業 には多大 な労力が 予想 され る。幸 い全ての ネガが保管 されて い る

ため、 これを ラボサ ー ビスに出す ことに よ りフォ トCDへ の変換 を外 注 で きる(今 の

ところ、写真 か らの ラボサー ビスは行 われて いない)。 また、今後新 たに撮影 す る写

真で は、現像 に出すの と同時 にフ ォ トCDへ の変換 サー ビスが受 け られ る。 フ ォ トC

Dの フ ォーマ ッ トにつ いて は、今後多数 の コンピュー タメーカが採 用す るもの と思 わ

れ、 また コダ ック社以外 の フィル ム メー カで もすで に ラボサー ビスを開始 して い るこ

とか ら、画像 関連 の新 しい フ ォーマ ッ トの一つ と して定着 してゆ くもの と思 われ る。
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一49一



4.2交 通事故再現 シミュ レー シ ョンソフ トとの結合

交通事 故調査 において は事故車 両の変形状 況や事故現 場の状 況等か ら、衝突 速度 や衝突

の形態等が推定 され る。 これ らの推定 に当 た って は、過 去の調査 や事故再現 実験等 に よ っ

て導 き出され た推 定手 法が利 用 されて いるが、調査員 の経験 と勘 によると ころ も多 い。 そ

こで これ ら推定 の支援 手段 とすべ く、当研究所 で は理論 的 な数 学モデル に もとつ く交通 事

故再現 シ ミュ レー シ ョンソフ トの開発を行 って きた。

このソフ トで は、該 当す る車 両の諸元値(車 両重量 、全長 、全幅 など)、 衝突速度 、衝

突角度、衝突部位等 の条件 を与 え る ことで 、衝 突前 か ら衝突後 に至 る車両 の挙動 や タイヤ

の軌跡を グラフ ィカル に再現 で きる。 シ ミュ レー シ ョン結果 の例を図4-2～ 図4-3に

示 す。図4-2は 、50Km/hで 走行 す る2台 の乗 用車 が 出合 い頭 に衝突 した状態 を シ ミュ

レー トした結果 であ り、合 わせて実車 衝突実験 によ って得 られ た結果 を示 して い るが、 シ

ミュレー シ ョン結 果 と実験結 果 は良 く一致 して い る。 また、図4-3は 、82Km/hで 走行

す る乗用車(2)の側面 に83Km/hで 走 行す る乗 用車(1)が 斜 めに衝突 した状態 を シ ミュ レー ト

した結果で あ り、 この場合 もシ ミュ レー シ ョン結 果 と実験結 果 は良 く一致 して い る。

したが って、調査 員が この ソフ トを利用 す る ことによ り、調査結果 の妥 当性 を確か めた

り、微妙 な修正 や再 検討 を加 え る ことが可能 にな る。 また、事故解析 に携 わ る研究者 が利

用す れば、事故 原因の究 明や、 さ らには対 策方 法の検討 を行 う際 に有効 な手段 にな る もの

と期待 され る。

この ソフ トは当初大型 コ ンピュー タで開発 され、す で にPC-98パ ソコ ンへ の移植 ま

でが完了 して い るが、近 々にMacやEWSに も移植 を行 う予 定であ り、 その時 点で本 デ

ー タベー スとの連携 を図 りたい と考 えて いる。
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図4-3交 通 事 故 再現 シ ミュ レー シ ョ ンソ フ トに よ る計 算 例

(側 面 衝 突)
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5.ま とめ

働 日本 自動車研究所 で は、交通事故 時の車両構 造 と乗員の傷害 を明 らかに し、 自動車 の

安全性 向上の資料 とす べ く、運輸省 の委 託 を受 けて詳細 な事故調査 を実施 してお り、 その

デー タはすで に相 当な量 に達 して い る。本事故調 査の 目的か ら、 これ らのデ ータは多面 的

に、かっ迅速 に利 用で きるよ うにな って い ることが望 ま しいが 、本格的 なデ ータベ ースの

形 には整 備 されて いなか った。

そ こで、本 開発研 究で は、平成2年 度 よ り3年 計画で これ ら詳 細 デー タの多面 的な検 索

や集 計 に利用 し得 るデー タベ ース システムの開発 に取 り組 み、昨年度 に一 応の プ ロ トタイ

プを作成 した。本年度 は最終年度 と して、 この プロ トタイプを改良、発展 させ、 また、 こ

れ まで に蓄積 された大 量の デー タを入力 して検索 ・集計 を行 い、 デー タベ ースの有効性 を

確 か めた。合 わせて、誰で も使 え るよ うな利用環境 を整 え ることによ り、当面利 用可 能な

データベース システムを完成 させた。具体 的な実施 内容 と得 られ た成 果 は以下 の通 りで あ

る。

(1)デー タベー スの改良 と発展

昨年 度の プロ トタイプで は、昭和63年 度～平成2年 度 にかけて使用 された事故調査票

(バ ー ジ ョン3)を 例 にデー タベ ー ス表 を設計 し、 これ に約300件 分 のデー タを実装 し

た。本年 度 は、昭和62年 以前 に用 い られ た事故調査票(バ ー ジ ョン1、2)お よび平成

3年 度以降の事故調査票(バ ー ジ ョン4、5)を 例 に4種 類 のデ ータベ ース表 を設計 し、

該 当す る約1300件 のデー タを実 装 した。 これ によ り、本年度 は総計約1600件 のデ

ー タが実装 された ことにな るが、大 量 データの場 合で も検索 や集 計の速度 が低下す るな ど

の現 象 は見 られなか った。

また、事故調査票 は500以 上 の調査項 目を含む膨大 な もので あ るため、各 デー タベ ー

ス表 は複数 の表 で構成 して あ り・検索 の際 に は各表 に共通 して含 まれて いるキー項 目を手

掛 か りに結合 す る必要が あるが、今 回作成 した データベ ース表 にはキ ー項 目が 欠如 して い

る部 分が あ った。 この よ うな場合 で も、外部 結合の手法 を使 うことで表結合 は可能で あ る

が、相 当面倒 な プログラム とな る。 そ こで、今回 は、実装 した デー タの うち、比較的新 し

いデ ータベース表(昭 和61年 度以 降、バ ージ ョン2、3、4、5)の 全 てにっ いて、事

故 番号 と車 両番号の データをキ ー項 目と して補完 し、単純 な表結合 が行 え るよ うに した。
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(2)利用環 境の整 備

本 デ ータベ ース は汎用 のRDBMSで あ るORACLEを 用 いて構築 してい るため、標

準 デー タベ ース言語SQLに よ り検 索 ・集 計を行 う ことが で きるが、 デー タベー スの構造

やSQLに っ いて相 当高度 な知識 が要求 され る。本 データベー スは交通事故 の調査 や分析

に携 わ る研究者 や技 術者 が直接利 用す ることによって真価 が発揮 され るが、それ に はデ ー

タベー スやSQLの 知識 を持 たな くと も利用で きるよ うな環境 を整 え る必要 があ る。

そ こで、本年 度 は、 デー タベ ースを構築 してあ る ワー クステ ー シ ョンと、操 作 の簡 単 な

Macintoshパ ソコ ンとを連 携 させ 、パ ソ コンの画面 に表示 され るメニ ューをマ ウスで選択

す ることで、検 索や集計 が行 え るシステムを開発 した。 これ によ り、ユーザ はデ ー タベ ー

スやSQLを 意 識せず に検索 や集 計を行え るよ うにな った。 また、検 索結 果 はパ ソコ ンの

ファイルに保 存 され るため、ユ ーザ はワープロや表計算 、 グラフ作成 な ど、使 い慣 れ たア

プ リケ ー シ ョンソフ トを利 用 して検索結果 を加工す ることが容易 に行 え るよ うにな った。

本 開発研究 によ り、交通 事故調査 デ ータの検索 や集計 に利 用 し得 るデー タベ ース システ

ムが完成 し、 また、利用 環境 も整 備 され たため、 当初 の 目標 は一応達成 で きた もの と考 え

る。 今後、交通 事故 の分析 やその低 減方策の検討 を行 ううえで有効 に活用で きるツー ルに

な る もの と期 待す る。

また、本 デ ータベ ースの理想像 は画像 データ等 を含 むマル チメデ ィアデ ータベ ー スで あ

り、将来 にわた って これを指 向 して行 く予定で あるが、当面の課題 と して本年度検 討 した

結 果 は以下 の通 りで あ る。

(1)画像の デー タベ ース化

事 故調査 デ ータの うち事故車 両や事故現場 の写真 も重要 な情報源 であ り、 これ らにっい

て もデ ータベ ース化 を図 る必要 があ る。 これ ら画像 の処理 や データベ ース化 につ いて は現

在技 術開発 が急 ピッチで進 め られて いる最 中で あ り、かな り流動 的な段階で あ るが、現 時

点で は、 フォ トCDを 入 力手段 と して、Macintoshに 画像 データベー スを構築す る方法 が

実現 の可能性 の高 い妥 当 な方法 であ る と思 われ る。
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(2)交通事故再現 シ ミュ レー シ ョンソフ トとの結合

当研究所 では、事故 調査や分析 を支援 す る手段 の一 つ と して 、衝 突前後の車 の挙動 や タ

イヤの軌跡 を推 定で きる シ ミュ レー シ ョンソフ トを独 自に開発 して いる。 この ソフ トは大

型 コ ンピュータで開発 されて い るが 、近 々にワー クステー シ ョンやMacintoshに 移植す る

予 定で あ り、 その時点で本 デー タベ ース との結合 を図 りたい と考 え る。

本 デ ータベ ースでは、今後 とも上記 の画像 デ ータベ ースや他 の ソフ トとの連携 な どを図

り、マル チメデ ィアデー タベ ースを指 向 して行 きたい と考 え るが、 その よ うな 目的を達成

す るには今回用 いたORACLEの よ うな リレー ショナル型 の デー タベー スで は限界が あ

る もの と思われ、将来 的 にはハ イパ ー メデ ィア対 応や オブ ジェク ト指 向型 の次世代 デ ータ

ベ ー スを検討す る必要 があ る もの と思 われ る。
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イ寸雀泰

バージョン5のデータベース表の詳細
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MOTFVO5V.45事 故 車 両 及 び運 転 者 関 係

Nα 項 目名 内 容 Nα 項 目名 内 容

1 $ACCNO 事故番号 19 V171」 事故時信号情報ω
2 $VEHNO 車両番号 20 V171.2 事故時信号情報②
3 Vl63」 シート関 係 情 報ID 21 Vl72 視距
4 Vl63-2 シート関 係 情 報 ② 22 Vl73」 道路状況(D

5 V163.3 シート関 係 情 報(3) 23 V173.2 道路状況(2)

6 Vl63.4 シー}関 係 情 報(4) 24 V174 道路状況(3)

7 Vl63.5 シー}関 係 情報 ㈲ 25 Vl75 道路状況(4)

8 V163.6 シート関 係 情報 ㈲ 26 V176 事故回避操作
9 Vl63.7 シート関 係 情 報(7) 27 V177 運転者心身状況
10 Vl64 変速機種類 28 V178 危険認知速度
11 Vl65 ブレーキ装 置 29 V179 相手車 両 との相互距離〔1)
12 Vl66 四 輪 アンチロ,クプいキ装 置 有 無 30 Vl80 相手車 両 との相互距離(2)
13 Vl67 ハ打 ウントストヲプランアの 装 置 31 V181 車両進 行情報(1}
14 Vl68」 スll,プ痕 情 報 衝 突前 32 V182 車両進行情報②
15 V168.2 スリ,ア痕 情 報 衝 突後 33 Vl73」 事故推 定要因(人)
16 V169」 損害金額情報ω 34 Vl73-2 事故推定 要因(環 境)

17 V169.2 損害金 額情報{2) 35 Vl73-3 事故推 定要因(車 両)

18 V170 事故状況
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MOTFVOsV.46事 故 車 両 及 び運 転 者 関 係

Nα 項 目名 内 容 Nα 項 目名 内 容

1 $ACCNO 事故番号 12 V184」0 事故の特徴0①
2 $VEHNO 車両番号 13 V184-11 事故の特徴ω
3 V184」 事 故 の 特 徴(1} 14 Vl84.12 事故の特徴⑰
4 Vl84.2 事故の特徴② 15 V184-13 事 故の特 徴03
5 V184-3 事 故の特 徴(3) 16 V184」4 事故の特徴ω
6 Vl84.4 事 故の特 徴(4) 17 Vl84」5 事故の特徴⑮
7 V184.5 事故の特徴⑤ 18 V184」6 事故の特徴阻
8 Vl84.6 事 故の特徴(6) 19 V184」7 事故の特徴⑰
9 V184.7 事 故の特徴(7) 20 Vl84」8 事故の特徴ω
10 V184.8 事 故の特徴(8) 21 V184」9 事故の特徴四
11 Vl84.9 事 故の特徴(9)
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MOTFVO5V.49事 故 車 両 及 び運 転者 関 係
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MOTFVOsV.60二 輪 車 事 故 の 概 要(1)

Nα 項 目名 内 容 Nα 項 目名 内 容

1 $ACCNO 事故番号 12 V201Ll 事故時状況②
2 $VEHNO 車両番号 13 V201L2 事故時状況③

3 V2003 事故二輪車情報ω 14 V2012」 事故前状況(4)

4 V2004 事故二輪車情報② 15 V2012.2 事故前状況㈲

5 V2005 事故二輪車情報㈲ 16 V2013 事故二輪車進行方向
6 V2006 事故二輪車情報(4) 17 V2014」 道路状況ω

7 V2007」 事故二輪車情報(5} 18 V2014.2 道路状況(2)

8 V2007.2 事故二輪車情報㈲ 19 V2015 道路状況(3)

9 V2008 事故二輪車情報(7) 20 V2016 道路状況(4)

10 V2009 事故二輪車情報(8) 21 V2017 視距
11 V2010 事故時状況(1} 22 V2018 事故二輪車年式

MOTFVOsV-61二 輪 車 事 故 の 概 要(2)
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MOTFVO5V.62ヘ ル メ ッ ト の 情 報

Nα 項 目名 内 容 Nα 項 目名 内 容

1 $ACCNO 事故番号 27 V2310.7 帽体破損状況(7)
2 $VEHNO 車両番号 28 V2310-8 帽体破損状況(8)
3 V2301」 乗 員 の へ似,}着 用 状 況(D 29 V2310.9 帽体破損状況(9)
4 V230L2 乗 員 の ヘルメ川 着 用 状 況(2) 30 V2310」0 帽体破損状況00
5 V2302」 ヘルメ川情 報(1) 31 V2310.11 帽体破損状況OD
6 V2302.2 ヘルメ川情 報 ② 32 V2310」2 帽体破損状況⑫
7 V2303」 ヘルわ}情 報 ③ 33 V2311.1 衝 撃 吸 収 ライナー破 損 状 況(D

8 V2303-2 ヘルメ,ト情 報 ㈲ 34 V2311.2 衝撃吸収ライナー破損状況②
9 V2305」 ヘルメ川情 報(5} 35 V2311-3 衝撃吸収ライナー破損状況㈲
10 V23052 ヘルメ川情 報(6} 36 V231L4 衝 撃 吸 収 ラ什 一破 損 状 況(4)

11 V2306」 ヘルメ川情 報(7} 37 V2311.5 衝 撃 吸 収 ライナー破 損 状 況(5)

12 V2306.2 へ〃,}情 報(8) 38 V231L6 衝撃吸収ライナー破損状況⑥
13 V2306.3 ヘルカ ト情 報(9) 39 V231L7 衝撃吸収ラ什一破損状況(7)
14 V2306.4 へ〃,1情 報00 40 V2311.8 衝撃吸収ラ什一破損状況(8)
15 V2307」 ヘルカ}情 報OD 41 V2311.9 衝 撃 吸 収 ライナー破 損 状 況(9)

16 V2307.2 ヘルわ}情 報 ω 42 V2311」0 衝撃吸収ライト破損状況⑩
17 V2308.1 へ加 川情報⑬ 43 V2311」1 衝撃吸収ラ什一破損状況ω
18 V2308.2 ヘルメ,ト情 報⑭ 44 V2311」2 衝撃吸収ライ十破損状況0オ
19 V2309」 乗 員 のヘルメ卦着 用 状 況(3) 45 V2312」 ヘルメ,}の 加 害 部 品(D

20 V2309.2 乗 員 のヘルノ川着 用 状 況(4) 46 V2312-2 ヘルわ}の 加 害 部 品(2)

21 V2310」 帽体破損状況(1) 47 V2313」 事故後ヘルわ}着 用状況(D
22 V23102 帽体破損状況② 48 V2313.2 事故後へ加 川着用状況(2)
23 V2310-3 帽体破損状況(3) 49 V2314」 ヘルメ川情 報 悶

24 V2310.4 帽体破損状況(4) 50 V2314.2 へ肘 ツト情 報0⑤

25 V2310.5 帽体破損状況㈲ 51 V2315.1 へ〃,ト 効 果 推 定(D

26 V2310.6 帽体破損状況⑥ 52 V2315.2 へ加 川効果推定②

MOTFVO5V.63二 輪 車 乗 員 の情 報
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MOTFVO5L..乗 員 ・歩 行 者 等 の情 報
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MOTFVO50-一 一 乗 員 ・歩 行 者 等 の 傷 害 接触 関 係

容内

②
③

ω
⑤
⑥

m
㈲

⑨
oo
ω

⑫

03
04
09

00
⑰
08報報報報報報報報報報報報報報報報報憎憎憎憎情③ω憎憎情憎憎情⑤㈲情情情情情情品品品品品報報品品品品品品報報品品品品品品郡部部郡部憎憎部郡部郡部部憎憎部部郡部部部触触触触触触触舷舷触触触触触触触触触触触触接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接

名目項

目

口

8

9

0

1

2

3

U

Ω

5

6

7

8

9

0

U

ロ

2

3

4111122222222222333333666666666666666666666VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

M

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3222222233333333334444

容内

D

別

別

の

田

n

鋤

D

別

別

引

D{(((((((((((報報報報報報報報報報報報ω働㈲㈲憎憎情情憎憎情精精情情ω②情号号号号報報報報品品品品品書害品品品品報報品番番番番情憎憎情郡部郡部部傷傷部部部部情情部故両員喜喜喜喜害害害害誓書接接触触触触触触触事車乗傷傷傷傷傷加加加加加間間接接接接接接接

名目項

刈

刈

田

㎜

」

2

3㏄田㏄旧01020202

03

04

05

㏄

07

08

09

10

n

12

13

14

15

16AVO1666666666666666666$$$$VVVVVVVVVVVVVVVVVV

M

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

H

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

付 一7



MOTFVO5P.一 ー シ ー ト、 年 少 者用 補 助 乗 車 装 置
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MOTFVO5V.51前 面 窓 ガ ラ ス

Nα 項 目名 内 容 Nα 項 目名 内 容

1 $ACCNO 事故番号 ll Vl104-6 破損寸 法情報(4)
2 $VEHNO 車両番号 12 Vl104-7 破損寸法情報⑤
3 V1101 窓 ガラス情 報(D 13 Vl104.8 破損寸 法情報(6)
4 V1102 窓 ガラス破 損 情 報(D 14 Vl104.9 破損寸 法情 報(7)
5 Vl103 窓ガラス破損情報② 15 VllO5.10 破損寸 法情 報(8)

6 VllO4」 窓ガラス情報ω 16 V1105.11 破損寸法情報(9)

7 V11042 窓 ガラス情 報 ② 17 V1105」2 破損寸法情報00
8 VllO4.3 乗員接触情報ω 18 V1105-13 破損寸法情報OD
9 VllO4.4 乗員接触情報(2) 19 Vl105.14 破損寸法情報ω
10 V1104.5 破損寸法情報(3) 20 VllO5」5 破損寸法情報⑬

MOTFVO5V-52フ ー ド

No 項 目名 内 容 Nα 項 目名 内 容

1 $ACCNO 事故番号 7 V1205 フーF田 ク情 報 ②

2 $VEHNO 車両番号 8 V1206 フーFロ,ク破 損 状 況(D

3 Vl201 フイ 情報 9 V1207 フー阯ンジ破 損 状 況②

4 Vl202 7イ 事故時状況ω 10 V1208 フードス}ヲル 情 報

5 Vl203 フード事 故 時 状 況 ② 11 V1209.1 フヰ スト,;仁事 故 時状 況(D

6 Vl204 フードロヲク情 報(D 12 V1209.2 7ー ドス}ッパー事 故 時 状 況(2)
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MOTFVO5V.53ス テ ア リ ン グ

Nα 項 目名 内 容 Nα 項 目名 内 容

1 $ACCNO 事故番号 13 V1305-5 コラム粒 部 変 形 状況(5}

2 $VεHNO 車両番号 14 V1305-6 コラ婦ス部変形 状況⑥

3 V1301 ステアリング関 係情 報(1) 15 V1306.1 コラム角 度

4 Vl302 ステアリング関 係 情 報 ② 16 V1306.2 コラム角 度 変形 状 況(n

5 Vl303」 ステア11ング関 係 情 報(3) 17 V1306.3 コラ埆 度変形状況②

6 V13032 ステアリング関 係 情 報(4) 18 Vl306-4 コラ埆 度変形状況(3)

7 V1304」 ホイール変 形 状 況(1) 19 Vl306.5 コラム角 度 変形 状 況{4)

8 V1304.2 材 一ル変 形 状 況(2) 20 Vl307 麻 一ク本 数

9 V1305」 コラ婦 ス部 変 形 状 況(D 21 Vl308 *イール位 置

10 Vl305.2 コラ婦ス部変形状況② 22 Vl309 チ川 ハン㍍ の状 態

11 V1305.3 コラム紅 部 変 形 状 況(3) 23 V1310 テレスコーピングの 状 態

12 V1305.4 コラ婦 ス部 変 形 状 況(4)

MOTFVOsV-54ド ア

No 項 目名 内 容 Nα 項 目名 内 容

1 $ACCNO 事故番号 14 Vl404」 ピラー変 位 ω

2 $VEHNO 車両番号 15 V1404-2 ピラー変 位(2)

3 V1401.1 事故時Fア開放状況ω 16 V1404.3 ピラー変 位㈲

4 V140L2 事故時Fア開放状況(2) 17 V1404.4 ピラー変 位(4}

5 Vl401-3 事故時Fア開放状況(3) 18 V1404.5 ピラー変 位㈲

6 Vl401.4 事故時 ドア開放状況(4) 19 V1404.6 ピラー変 位㈲

7 Vl40L5 事故時 ドア開放状況㈲ 20 V1405」 ピラー変 位(7)

8 Vl402」 事故時Fア開閉状況ω 21 V1405-2 ピラー変 位(8}

9 Vl402.2 事故時Fア開閉状況② 22 V1405.3 ピラー変 位⑨

10 Vl402,3 事故時Fア開閉状況(3) 23 V1405.4 ピラー変 位00

11 Vl402.4 事故時 ドア開閉状況(4) 24 V1406」 Fア侵入状況(D

12 V1402.5 事故時Fア開閉状況㈲ 25 V1406-2 Fア侵 入状 況(2)

13 Vl403 Fアロ,ク方 式

MOTFVOsV-55キ ャ ブ オ ー バ 型 車

Nα 項 目名 内 容 Nα 項 目名 内 容

1 $ACCNO 事故番号 17 V1509.3 車体変 形関係〔7)

2 $VEHNO 車両番号 18 V1509.4 車体変形関係(8}

3 Vl501」 フいム情報m 19 V1509-5 車体変形関係⑨
4 V150L2 フい ム情 報(2) 20 V1509-6 車体変形関係側
5 V1501.3 フレーム情 報 〔3) 21 Vl510」 ルパ関係変位量{D

6 Vl50L4 フレーム情 報(4) 22 V1510-2 パンパ関係変位量②

7 Vl502」 荷台情報(D 23 V1510.3 パンパ関 係変 位 量(3}

8 V1502.2 荷台情報(2) 24 V151L1 パンパ関 係変 位 量(4)

9 V1503 車 体寸法関係(D 25 Vl511.2 パンパ関係変位量⑤

10 Vl504 車体寸法関係② 26 Vl511-3 パンパ関係変位量⑥

lI Vl505 車体変形関係ω 27 Vl512」 キばン変位量川
12 V1506 車体 変形関係{21 28 V1512.2 キャビン変 位 量 ②

13 Vl507 車体変形関係③ 29 Vl512.3 キャ〔ン変 位 量 ③

14 Vl508 車体変形関係ω 30 Vl512.4 キ捉 ン変 位 量(4)

15 Vl509.1 車体変形関係㈲ 31 Vl512.5 キャビン変 位 量(5)

16 V1509.2 車体変形関係㈲ 32 V1512-6 キャビン変 位 量 ⑥
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MOTFVO5V.59エ ア バ ッ グ

Nα 項 目名 内 容 Nα 項 目名 内 容

1 $ACCNO 事故番号 13 Vl904」 エア舟 グ情 報(5)

2 $VEHNO 車両番号 14 V1904.2 エァパげ情 報(6}

3 V1901」 エアパ,グ情 報(1) 15 V1905.1 エア;1げ情 報(7)

4 V1901.2 エアバ,グ情 報 ② 16 V1905.2 エアパ,グ情 報(8)

5 V190L3 エアバ,グ情 報 ㈲ 17 Vl905.3 エアバ,グ情 報(9}

6 Vl90L4 エアバ,グ情 報 ㈲ 18 Vl905.4 エアバが 情 報00)

7 Vl902」 エアパ,グ状 況 〔1) 19 V1906」 エァパ,グ作 動 関 係(1}

8 V1902.2 エアパが状 況(21 20 V1906.2 エアバ,グ作 動 関 係(2}

9 V1903」 エアバ,グの 乗 員 接 触 状 況(D 21 Vl907 助 手 席 側 エアバ,グ位 置

10 Vl9032 エアパげの 乗 員 接 触 状 況(2) 22 Vl908」 乗員聴覚異常(D
11 Vl903.3 エアバげ の乗 員 接 触 状 況(3) 23 Vl908.2 乗員聴覚異常(2}
12 Vl903.4 エアパ,グの乗 員 接 触 状 況(4)
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